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弊社のWMFｺｰﾋｰﾏｼﾝをお買い上げいただき誠にあり
がとうございます。

ｺｰﾋｰﾏｼﾝ「WMF 1500 F Internal Storage」は全自動ｺ
ｰﾋｰﾏｼﾝです。一人分の量からｺｰﾋｰを抽出でき、ｺｰﾋｰ
を淹れることも、保管容器からｺｰﾋｰを供給すること
もできます。

取扱説明書の指示に従ってくだ
さい
>  使用前に取扱説明書をお読みください。
> 取扱説明書、特に安全上の注意事項と「安
全性」の章の指示を遵守してください。

>  ｺｰﾋｰﾏｼﾝの警告注記に注意してください。
> 取扱説明書はｽﾀｯﾌや全ﾕｰｻﾞｰがいつでも
参照できるようにしてください。

 

感電死の危険あり
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝ内の主電源電圧は生命の危険に
かかわるほど高圧です。

>  ﾏｼﾝ外装は絶対に開けないでください。
> 絶対にねじを緩めたり、外装部分を外した
りしないでください。

 

設置・使用条件
•  ﾒﾝﾃﾅﾝｽ規定や「ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ」の章にある規
定の遵守を怠った場合、損害が発生しても
一切責任を負いかねます。

> 取扱説明書の指示に従ってください。
> 試運転調整、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、修理に係る作業は
すべて、正規交換部品を使用する条件で
WMFｻｰﾋﾞｽ担当者によってのみ行われるこ
とが許可されています。

 

 注意
取扱説明書の記号とｱｲｺﾝに従っ
てください  
w 22ﾍﾟｰｼﾞ
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 警告
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w 89ﾍﾟｰｼﾞ以降
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ  
w 77ﾍﾟｰｼﾞ以降

はじめに
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安全性

1 安全性

誤った使用法
•  安全上の注意事項に従わないと、
大怪我をすることがあります。
> すべての安全上の注意事項に必
ず従ってください。

 

1.1 一般的な安全上の注意事項

ﾕｰｻﾞｰに対する危険性
WMFの製品は、安全性に最大限配慮し
ていることが大きな特徴です。以下に記
載されている項目が守られていない場
合は安全装置の効果が保証されません：

> 使用前に取扱説明書をお読みく
ださい。
> 高温になったﾏｼﾝ部分には触れ
ないでください。
> ｺｰﾋｰﾏｼﾝが正しく機能しないか損
傷している場合は絶対に使用し
ないでください。
> 完全に組み立てられている状態
でのみ、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを使用してくだ
さい。
> 内蔵されている安全装置はど
のような状況においても、絶対に
変更しないでください。

 

 警告

 注意
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安全性

> ｵﾍﾟﾚｰﾀｰは使用を開始する前に
取扱説明書をよく読み、誤った操
作による怪我をしないようにして
ください。
> ﾏｼﾝを8歳未満のお子様や身体が
不自由な方、知的能力の弱い方、
経験や知識不足の方が使用する
場合は、必ず十分な使用経験と
知識をお持ちの方がそばに付き
添い、正しい知識や指示でﾏｼﾝを
安全に使用し、発生するﾘｽｸを理
解した状態でお使いください。
> お子様にﾏｼﾝで遊ばせないでくだ
さい。
> ｸﾘｰﾆﾝｸﾞやﾕｰｻﾞｰﾒﾝﾃﾅﾝｽをお子様
にさせないでください。

 

安全装置が搭載されていても、ｺｰﾋｰﾏｼﾝ
の使用を誤ると危険です。怪我や健康被
害のおそれを避けるために、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを
使用する際には以下の指示に従ってくだ
さい。

 注意
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安全性

感電死の危険あり
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝ内の主電源電圧は生命
の危険にかかわるほど高圧です。
> ﾏｼﾝ外装は絶対に開けないでくだ
さい。
> 絶対にねじを緩めたり、外装部分
を外したりしないでください。
> 電源ｹｰﾌﾞﾙが損傷しないようにし
てください。曲げたり、押しつぶし
たりしないでください。
> 破損した電源ｹｰﾌﾞﾙは絶対に使用
しないでください。破損した主電
源ｹｰﾌﾞﾙの使用は危ないので、危
険を避けるために製造者またはｻ
ｰﾋﾞｽ担当者により交換を受けてく
ださい。
> 電源ﾌﾟﾗｸﾞを水や液体に浸けない
でください。水や液体を電源ﾌﾟﾗ
ｸﾞにかけないでください。ﾌﾟﾗｸﾞ
は常に乾燥した状態に保ってくだ
さい。
> ﾒﾝﾃﾅﾝｽや修理の前にｺｰﾋｰﾏｼﾝを電
源から離してください。電源から
離すにはﾌﾟﾗｸﾞを引き抜きます。ﾒ
ﾝﾃﾅﾝｽまたは修理を行う者は電源
が入っていないことを必ず目視で
はっきりと確認できなければなり
ません。

 

 警告
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安全性

火傷の危険/火傷のおそれあり
•  加熱中、熱湯がﾉｽﾞﾙから漏れるこ
とがあります。
•  飲料供給中に、高温の液体が供
給口から流れ出ます。このため、
供給口や、隣接ｴﾘｱの表面が高温
になります。
> 加熱ﾌｪｰｽﾞ中は供給口の下を手
で持ったり、触れたりしないよう
にしてください。
> 飲料の供給中は、供給口の下に
触れないでください。
> 供給直後は供給口に触れないで
ください。
> 飲料供給する前に、必ず供給口
下に適切な大きさの容器を置い
てください。

 

怪我のおそれ
•  長い髪の毛や裾の長い服はｸﾞﾗｲ
ﾝﾀﾞｰのﾍｯﾄﾞ部に巻き込まれ、ｺｰﾋ
ｰﾏｼﾝに引き込まれるおそれがあ
ります。
> 髪の毛は、必ずﾍｱﾈｯﾄを被って保
護してください。

 

 注意

 注意
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安全性

指などを挟むおそれ/ 
怪我のおそれあり
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝの可動部で指や手を怪
我するおそれがあります。
•  操作ﾊﾟﾈﾙを閉じるときは、手や指
が挟まれるおそれがあるので注
意してください。
> ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰや抽出装置の開口
部に触れる場合、その前に必ずｺ
ｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、主電源から
ﾌﾟﾗｸﾞを外してください。
> 操作ﾊﾟﾈﾙを閉じるときは注意し
ながら行ってください。
> 稼働する供給口のｴﾘｱを握らない
でください。

 

健康被害のおそれ
•  飲食用であり、ｺｰﾋｰﾏｼﾝでの使用
に適した製品だけを使用してくだ
さい。
> 豆ﾎｯﾊﾟｰは、所定の用途に適した
材料で充填するようにしてくだ
さい。

 

 注意

 注意
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安全性

健康被害のおそれ
•  洗浄剤とｸﾘｰﾆﾝｸﾞ顆粒は刺激性
です。
> 洗剤のﾊﾟｯｹｰｼﾞに記載されている
注意事項に従ってください。
> 計量装置のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ顆粒が詰まっ
た場合、WMF ｻｰﾋﾞｽにご連絡くだ
さい。

 

健康被害のおそれ/ 
刺激・火傷のおそれあり
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中に供給口から高温のｸ
ﾘｰﾆﾝｸﾞ液と熱湯が出ます。
•  高温になった液体によって皮膚
が刺激を受けたり、火傷のおそれ
があります。
•  ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰには高温の液体がた
まっていることがあります。
> ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中は絶対に供給口の下
に手などを入れないでください。
> 洗剤は絶対に飲まないでくだ
さい。
> ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰは慎重に動かしてくだ
さい。

 

 注意

 注意
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安全性

ｽﾘｯﾌﾟの危険あり
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝの誤った使用、または不
具合によって水漏れが発生する
恐れがあります。これらの液体
によるｽﾘｯﾌﾟの危険があるため、
注意してください。
> ｺｰﾋｰﾏｼﾝの密閉性が保たれてい
るか、水漏れがないか、定期的に
ﾁｪｯｸしてください。

 

 注意



13取扱説明書 WMF 1500 F Internal Storage

安全性

1.2 使用目的

誤った使用法
•  用途と異なるｺｰﾋｰﾏｼﾝの使用は、
怪我を招くおそれがあります。
> ｺｰﾋｰﾏｼﾝは本来の使用目的のみ
で使用してください。

 

•  WMF 1500 F Internal Storageは、ｺｰﾋｰまたは熱湯を対応す
るｺﾝﾃﾅに供給するためのものです。
•  使用するｺｰﾋｰ豆は、ｺｰﾋｰﾏｼﾝでの抽出に対応できるもので
なければなりません。消費期限を過ぎた製品は加工に使用
しないでください。
•  本機は業務用での使用を想定し設計されており、売店や事
務所、ﾚｽﾄﾗﾝやﾎﾃﾙ、または同様の使用環境にある専門員や
教育を受けたﾕｰｻﾞｰによる使用を意図しています。
•  この機器は、ﾎﾃﾙやﾚｽﾄﾗﾝ、またはそのような設置場所で大
容量の給仕を行う商用での使用を目的とした設置を意図
しています。本機の稼働中に責任者が現場にいる場合には、
本機をｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽの場所に設置できます。この機器は、専門ｽ
ﾀｯﾌによってのみ操作可能です。
•  ｵﾍﾟﾚｰﾀｰは使用を開始する前に取扱説明書をよく読み、誤っ
た操作による怪我をしないようにしてください。

 警告
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安全性

設置場所
•  本機はよく見える場所に設置してください。
•  本機は必ず水平で安定した、防水性と耐熱性を備えた敷物
の上に設置すること。
•  本機洗浄に放水は使用しないこと。ﾏｼﾝは水しぶきがかから
ない場所に設置してください。
•  水ﾎｰｽ、ｽﾁｰﾑ噴射器、ｽﾁｰﾑｸﾘｰﾅｰ等で散布・ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行う場
所には、本機を設置しないこと。
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝを屋外で使用しないでください。
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安全性

給水接続
•  ﾒｲﾝｺｯｸとﾌｨﾙﾀ（ーﾒｯｼｭ幅0.08 mm）付き3/8ｲﾝﾁのﾎｰｽ接続 
（現場側で用意）。2 L/分の時の最小水圧0.2 MPa（2 bar）。 
最高水圧0.6 Mpa（6 bar）。 (1

注意事項
圧力調整の調整ﾙｰﾁﾝを機能さ
せるため、機械接続部の前圧は
6 L / 分で2.4 bar必要です。これより
圧力が低いと、圧力差が足りない
ため、設定値に応じて圧力調整を
行うことができません。
 

(1 給水部ｾｯﾄと水ﾌｨﾙﾀｰを介して起きる圧力損失を考慮します。 
これにより、1時間あたりの最大出力に必要な機械側の水圧は
6 L/ 分で0.2 MPa（2 bar）を確保できます。

重要！ 現地の水圧が0.6 MPa（6 bar）を超える場合には、最大
0.6 MPa（6 bar）に設定されるよう、必ず減圧弁をあらかじめ
作動させる必要があります。

注意事項
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安全性

•  最大供給温度 35 °C。
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝ、直結給水接続用ｷｯﾄまたは新しい浄水ﾌｨﾙﾀｰと一
緒に納品されるﾎｰｽｾｯﾄを使用する必要があります。使い古
したﾎｰｽは再使用しないでください。

ﾄﾞﾚﾝ接続
ｺｰﾋｰｶｽｾﾊﾟﾚｰﾀｰのないﾏｼﾝに対応しています
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝを給水に接続する際、EN 61770, ZA.5 「Air break to 
drain」（ﾄﾞﾚﾝへのｴｱﾌﾞﾚｲｸ）に従い、通気排水管にﾌｧﾝﾈﾙｻｲﾌｫ
ﾝを取り付ける必要があります。
•  排水口（ｱﾝｸﾞﾙ付きﾌｧﾝﾈﾙｻｲﾌｫﾝ）が遮るものなく垂直に取り
付けられていることを確認してください。排水ﾎｰｽの指定傾斜
（2 %）を守ってください。
•  設置場所での廃水接続に係る準備作業は、一般的に適用さ
れる法令および国・地域で規定される法令に従って行ってく
ださい。

周辺温度
•  環境温度： +5 °C ～ +35 °C

使用
•  本機は必ずお手元の取扱説明書に従って使用してください。
取扱説明書と異なったり、取扱説明書から逸脱したりする使
用は、不適切とみなされます。これにより損傷が発生しても、
製造者は一切責任を負いかねます。
•  WMF 1500 F Internal Storageは、いかなる状況であっても

ｺｰﾋｰまたは熱湯以外の何らかの液体（飲料、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ）を加温
または供給するために使用してはなりません。
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安全性

衛生
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝは、支障なくお手入れやﾒﾝﾃﾅﾝｽを行える場所に、 
管理責任者が設置してください。
•  事務所やﾌﾛｱでの使用など、ｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽでｺｰﾋｰﾏｼﾝをご使用に
なる場合は、操作方法を心得たｽﾀｯﾌがｺｰﾋｰﾏｼﾝを管理しな
ければなりません。ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを受けたｽﾀｯﾌがお手入れ措置
を守っていることを確認し、利用上の質問に対応するように
してください。
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安全性

1.3 設置・使用条件

火災のおそれ/事故のおそれあり
> ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀの章で規定されている
設置・使用条件は遵守しなけれ
ばなりません。
> ﾏｼﾝのﾌﾟﾗｸﾞを差し込む前に、接
地する側の電源電圧と機銘板に
記載されている仕様情報が対応
していることを確認してください。

 

設置・使用条件
> ｺｰﾋｰﾏｼﾝは霜のつかない屋内で
のみ使用します。
> ｺｰﾋｰﾏｼﾝを5 °C 以下の温度環境
で輸送または保管していた場合
は、試運転調整を行う前に必ず5
時間以上室内に置いて部屋の温
度に馴染ませてください。
> 休みの（数日/数週間）後でﾏｼﾝの
運転開始を再度行う前に、ｸﾘｰﾆﾝ
ｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを2回以上実行するこ
とを推奨します。

 

 警告
ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w   89ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w   89ﾍﾟｰｼﾞ以降
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ  
w   77ﾍﾟｰｼﾞ以降
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安全性

電気接続、給水接続、排水接続等の、現場側での準備作業は、
ﾏｼﾝの管理責任者が手配しなければなりません。一般的なも
のから国・地域で規定される法令に注意して認定設置者によ
り設置を行ってください。WMF ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱが担当できる
のは、用意された接続部にｺｰﾋｰﾏｼﾝを接続する作業だけです。
WMFｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱによる現場での据付作業は認められてい
なため、ｴﾝｼﾞﾆｱは据付の実施については責任を負いかねます。
機器の接続と使用開始の作業は必ずWMFｻｰﾋﾞｽが行います。
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序章 | ｺｰﾋｰﾏｼﾝの各部名称

2 序章
2.1 ｺｰﾋｰﾏｼﾝの各部名称

「供給可能な飲料」の画面
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序章 | ｺｰﾋｰﾏｼﾝの各部名称

1 保管容器

2 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ顆粒ﾎｯﾊﾟｰ

3 ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟ（ー最大 2 つまで）、ﾛｯｸ可能

4 操作ﾊﾟﾈﾙ

5 熱湯ﾉｽﾞﾙ

6 ｺｰﾋｰｶｽ受け

7 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲ

8 ｺｰﾋｰ供給口

9 ｻｲﾄﾞﾗｲﾄ/ｲﾍﾞﾝﾄ表示

10 飲料ﾎﾞﾀﾝと設定用ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ

11 ｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁ

「供給可能な飲料」の画面

12 保管容器用設定（設定と残量表示）

13 飲料ｷｰ ｺｰﾋ（ーｶｯﾌﾟ、ﾎﾟｯﾄ、ｼﾞｬｸﾞ）

14 飲料ｷｰ 2つ目の豆ﾀｲﾌﾟ、例：ﾃﾞｶﾌｪ（ｶｯﾌﾟ、ﾎﾟｯﾄ、ｼﾞｬｸﾞ）

15 飲料ｷｰ 熱湯（ｶｯﾌﾟ、ﾎﾟｯﾄ）

16 ﾒﾆｭｰﾊﾟｯﾄ（゙ﾒｲﾝﾒﾆｭｰを開く）

17 言語選択（国旗）

ﾊﾟﾈﾙ上のﾊﾟｯﾄﾞやﾎﾞﾀﾝは設定やﾏｼﾝﾓﾃﾞﾙにより異な
ります。
ここに画像表示する機能は例です。
ｿﾌﾄｳｪｱ w 30ﾍﾟｰｼﾞ以降
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序章

取扱説明書の記号とﾏｰｸ

安全上の注意事項 怪我のおそ
れあり
安全上の注意事項に従わないと操作ﾐｽにつ
ながり、軽度から重度の怪我を負うことがあり
ます。
 

安全上の注意事項 怪我のおそ
れあり
安全上の注意事項に従わないと操作ﾐｽにつ
ながり、軽度の怪我を負うことがあります。
 

感電 ｽﾘｯﾌﾟの危険あり

指 などが 挟 まれ
るおそれ 高温の表面

物損についての注意事項
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝに対して
•  設置場所に対して
> 必ず取扱説明書の指示に従ってください。
 

注意事項/ﾋﾝﾄ
•  安全な取り扱いのための注意事項や、操
作を容易にするためのﾋﾝﾄが記載されてい
ます。

 

 警告
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
操作に関する安全上の注意事項  
w 24ﾍﾟｰｼﾞ
安全上の注意事項　お手入れ  
w 66ﾍﾟｰｼﾞ
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 88ﾍﾟｰｼﾞ以降
ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w 89ﾍﾟｰｼﾞ以降

注意事項

ﾋﾝﾄ
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序章

用語集

用語 解説

•    •  箇条書き、選択ｵﾌﾟｼｮﾝ

	✻   	✻ 各作業ｽﾃｯﾌﾟ

斜字ﾃｷｽﾄ ｺｰﾋｰﾏｼﾝの状態の説明および/または自動ｽﾃｯﾌﾟの解説

保管容器 保管容器

容量 例えば：浄水ﾌｨﾙﾀ処理能力（ℓ）

挽いた豆のｽﾗｲﾄﾞ w ｺｰﾋｰｶｽ落とし、28ﾍﾟｰｼﾞ

淹れたて 淹れたて

湿らし行程 香りを強く出すために、実際に抽出を行う前にｺｰﾋｰに少
量の熱湯が注がれます。

硬度 °dKHで表示水の硬度は、飲料水に含まれるｶﾙｼｳﾑの量
を表します。

飲料供給 ｺｰﾋｰまたは熱湯の供給（お茶用など）

ｺｰﾋｰ粉分離装置 ｺｰﾋｰｶｽを回収する機器

ｼﾞｪｯﾄ抽出 ｺｰﾋｰ粉を多く使用して素早く淹れるための抽出ﾌﾟﾛｾｽ

ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄﾞ ｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽ

ﾃﾞｶﾌｪ ﾃﾞｶﾌｪのｺｰﾋｰ

ﾒｲﾝｺｯｸ 止水栓、ｱﾝｸﾞﾙ弁

ﾘﾝｽ 中間的な洗浄
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操作 | 操作に関する安全上の注意事項

3 操作
3.1 操作に関する安全上の注意事項

火傷の危険/火傷のおそれあり
•  加熱中、熱湯がﾉｽﾞﾙから漏れることがあり
ます。

•  飲料供給中に、高温の液体が供給口から
流れ出ます。このため、供給口や、隣接ｴﾘｱ
の表面が高温になります。

> 加熱ﾌｪｰｽﾞ中は供給口の下を手で持ったり、
触れたりしないようにしてください。

> 飲料の供給中は、供給口の下に触れない
でください。

> 供給直後は供給口に触れないでください。
> 飲料供給する前に、必ず供給口下に適切
な大きさの容器を置いてください。

 

健康被害のおそれ
•  飲食用であり、ｺｰﾋｰﾏｼﾝでの使用に適した
製品だけを使用してください。

> 豆ﾎｯﾊﾟｰは、所定の用途に適した材料で充
填するようにしてください。

 

指などを挟むおそれ/ 
怪我のおそれあり
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝの可動部で指や手を怪我するお
それがあります。

>  ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰや抽出装置の開口部に触れ
る場合、その前に必ずｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切
り、主電源からﾌﾟﾗｸﾞを外してください。

 

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
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操作 | ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを入れる

3.2 ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを入れる
	✻ 操作ﾊﾟﾈﾙを上に動かす

操作ﾊﾟﾈﾙの裏、右側にｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁがあります。
	✻ 音が鳴るまでｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁを押します

ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁが入り、加熱がｽﾀｰﾄします。
ﾎｯﾄﾘﾝｽが自動的に始まります。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝで飲料供給の準備が整ったら、ﾊﾟﾈﾙに供給
可能な飲料の画面が表示されます。

ﾀｲﾏｰでｺｰﾋｰﾏｼﾝの電源を入れられます。

3.3 飲料供給
飲料ﾎﾞﾀﾝを押すと、設定した飲料の供給が開始され
ます。

•  ボﾀﾝ点灯 = 供給可能
•  ｷｰ消灯 = 供給不可/ﾎﾞﾀﾝが無効

	✻ 適切なｻｲｽﾞの容器を対応するﾉｽﾞﾙの下に置き 
ます
	✻ 希望の飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします

飲料のｷｬﾝｾﾙ
	✻ ﾀｯﾁした飲料ﾎﾞﾀﾝをもう一度ﾀｯﾁ

PINｱｸｾｽ管理  
w PIN 権限  
53ﾍﾟｰｼﾞ
ﾀｲﾏｰの入る時間を設定  
w ﾀｲﾏｰ  
57ﾍﾟｰｼﾞ

  
1500F

熱湯 ｶｯﾌﾟ ｶｯﾌﾟ ﾃﾞｶﾌｪ

熱湯（大） ｶｯﾌﾟ（大） ｶｯﾌﾟ（大）ﾃﾞｶﾌｪ

ﾎﾟｯﾄ 熱湯 ﾏｸﾞ ﾎﾟｯﾄ ﾃﾞｶﾌｪ

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
47 ﾍﾟｰｼﾞ

飲料のｷｬﾝｾﾙ  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
48ﾍﾟｰｼﾞ
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3.3.1 保管容器からの飲料供給
	✻ 適切なｻｲｽﾞの容器をｺｰﾋｰﾉｽﾞﾙの下に置きます
	✻ 希望の飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします
ｺｰﾋｰは、飲料ｷｰの設定に応じて、各種分量で抽出さ
れます。
設定可能なｵﾌﾟｼｮﾝ：ｼﾝｸﾞﾙｶｯﾌﾟ、ﾎﾟｯﾄ、ｼﾞｬｸﾞ。
保管容器にｺｰﾋｰ抽出中、同時に保管容器から飲料
を供給することはできません。
保管容器ﾓｰﾄﾞが有効になっていない場合、ｺｰﾋｰ飲
料は淹れたてが供給されます。

3.3.2 淹れたて飲料供給
装備（ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ1台または2台）によっては、2台目の
ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰから淹れたてのｺｰﾋｰを抽出できます。保管
容器ﾓｰﾄﾞが有効になっていない場合、ｺｰﾋｰ飲料は
標準ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰから淹れたてが供給されます。
	✻ 適切なｻｲｽﾞの容器をｺｰﾋｰﾉｽﾞﾙの下に置きます
	✻ 希望の飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします
ｺｰﾋｰは、飲料ｷｰの設定に応じて、各種分量で抽出さ
れます。
設定可能なｵﾌﾟｼｮﾝ：ｼﾝｸﾞﾙｶｯﾌﾟ、ﾎﾟｯﾄ、ｼﾞｬｸﾞ。

3.4 熱湯供給
	✻ 熱湯の供給口の下に適切なｻｲｽﾞの容器を配置し
ます
	✻ 熱湯のﾎﾞﾀﾝ をﾀｯﾁする

設定した供給ｵﾌﾟｼｮﾝに応じて供給が始まります。

飲料ｻｲｽﾞ/量の設定  
w 飲料  
37ﾍﾟｰｼﾞ

飲料ｻｲｽﾞ/量の設定  
w 飲料  
37ﾍﾟｰｼﾞ
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操作 | 供給口の高さ調整

3.5 供給口の高さ調整
供給口は取り外し式です。供給口を取り外すと、調整
範囲が大きくなります。これにより、ｼﾞｬｸﾞを差し込み、
飲料を入れられるようになります。

調整範囲
•  ｺｰﾋｰ供給口： 165～220 mm
•  熱湯ﾉｽﾞﾙ： 165～210 mm

	✻ 供給口をつかんで引き抜きます

3.6 特別ﾎﾞﾀﾝ （ｵﾌﾟｼｮﾝ）
専用ｷｰにはｵﾌﾟｼｮﾝで、言語ﾌﾟﾚ選択を5種類まで設
定できます。

3.7 ﾛｯｸ式豆ﾎｯﾊﾟｰ
•  ﾎｯﾊﾟｰは、できるかぎり適時に補充してください。
•  製品の鮮度を維持するため、ﾎｯﾊﾟｰには最大でも
一日分しか入れないでください。

•  異物が混入するとｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞが破損す
るおそれがあります。このような損傷は保
証対象外となります。

> 従って、ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰに異物が混入し
ないように注意してください。

 

  
1500F

熱湯 ｶｯﾌﾟ ｶｯﾌﾟ ﾃﾞｶﾌｪ

熱湯（大） ｶｯﾌﾟ（大） ｶｯﾌﾟ（大）ﾃﾞｶﾌｪ

ﾎﾟｯﾄ 熱湯 ﾏｸﾞ ﾎﾟｯﾄ ﾃﾞｶﾌｪ

言語の設定とﾌﾟﾚ選択  
w 言語  
46ﾍﾟｰｼﾞ

重要
保証の章に注意  
w 88ﾍﾟｰｼﾞ以降
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操作 | ｺｰﾋｰｶｽ受け

3.8 ｺｰﾋｰｶｽ受け
ｺｰﾋｰｶｽ受けには、使用済みの挽いたｺｰﾋｰが排出さ
れます。ｺｰﾋｰｶｽ受けを空にする必要がある場合、ﾊﾟﾈ
ﾙ上にその旨の通知が表示されます。
ｺｰﾋｰｶｽ受けが取り外されている間、飲料供給は不可
能となります。
ｺｰﾋｰｶｽ受けの容量はｺｰﾋｰ粉約450 gに対応してい
ます。
	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けを外す
	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けを空にして再びｾｯﾄ
	✻ ﾌﾟﾛｾｽをﾊﾟﾈﾙ上で確定する

•  ｺｰﾋｰｶｽ受けを空にせずに設置すると、ｺｰﾋｰ
ｶｽがあふれ出ます。ｺｰﾋｰﾏｼﾝが汚れ、ﾏｼﾝの
損傷につながるおそれがあります。

>  ｺｰﾋｰｶｽ受けを設置するときは、常に空の状
態で設置してください。

>  ｺｰﾋｰｶｽ受けを上手く設置できないときは、
ﾀﾞｸﾄにｺｰﾋｰｶｽが残っていないかﾁｪｯｸし、
残っている場合には取り除いてください。

 

3.9 ｺｰﾋｰｶｽ落とし（ｵﾌﾟｼｮﾝ）
ｺｰﾋｰﾏｼﾝにはｺｰﾋｰｶｽ落としを取り付けることができ
ます。このﾀｲﾌﾟでは、ｺｰﾋｰｶｽ受けとｺｰﾋｰﾏｼﾝの底に開
口部が設けてあり、現場のﾏｼﾝｶｳﾝﾀｰ台の開口部に
続いています。ｺｰﾋｰｶｽは、ﾏｼﾝｶｳﾝﾀｰ台下にある個別
容器へと排出されます。

ｺｰﾋｰｶｽ受けのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w 手動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
73ﾍﾟｰｼﾞ

重要
保証の章に注意  
w 88ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
挽いた豆のｽﾗｲﾄﾞを毎日ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w 手動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
73ﾍﾟｰｼﾞ
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操作 | ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲ

3.10 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲ

火傷のおそれ
•  ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰには高温の液体がたまっている
ことがあります。

>  ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰは慎重に動かしてください。
> 再び設置するときには、水が不意にこぼれ
ないように注意してください。

 

排水用接続部があるｺｰﾋｰﾏｼﾝでは、ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰも取り
外せます（ｸﾘｰﾆﾝｸﾞのためなど）。

3.11 ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切る

衛生面に注意
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝの中で有害な細菌が繁殖すること
があります。

>  ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切る前に必ず毎日のｸﾘｰ
ﾆﾝｸﾞを行ってください。

 

取扱説明書を確認
•  取扱説明書の指示に従わずにﾏｼﾝを使用
して発生した損傷については、保証は適用
されません。

 

	✻ 操作ﾊﾟﾈﾙを上に動かす
操作ﾊﾟﾈﾙの裏、右側にｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁがあります。
	✻ 信号音が鳴るまでｵﾝ/ｵﾌﾎﾞﾀﾝを短く押す

ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁが切れます。
	✻ 主電源からﾌﾟﾗｸﾞを抜く
	✻ 水道のﾒｲﾝｺｯｸを閉める

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰは毎日ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
お手入れ  
w 66ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
取扱説明書に従ってｺｰﾋｰﾏｼﾝをｸ
ﾘｰﾆﾝｸﾞしてください。
お手入れ  
w 66ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 88ﾍﾟｰｼﾞ以降

PINｱｸｾｽ管理  
w PIN 権限  
53ﾍﾟｰｼﾞ
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4 ｿﾌﾄｳｪｱ
•  飲料設定の際には、ｺｰﾋｰﾏｼﾝの操作につい
てのものと同様の安全上の注意事項に
従ってください。

> 「操作に関する安全上の注意事項」に従っ
てください。

 

4.1 概要

供給可能な飲料 32ﾍﾟｰｼﾞ

  
1500F

熱湯 ｶｯﾌﾟ ｶｯﾌﾟ ﾃﾞｶﾌｪ

熱湯（大） ｶｯﾌﾟ（大） ｶｯﾌﾟ（大）ﾃﾞｶﾌｪ

ﾎﾟｯﾄ 熱湯 ﾏｸﾞ ﾎﾟｯﾄ ﾃﾞｶﾌｪ

「供給可能な飲料」の画面の機能ﾊﾞｰ 32ﾍﾟｰｼﾞ

言語 手動取り出し

 注意
操作に関する安全上の注意事項  
w 24ﾍﾟｰｼﾞ

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
47 ﾍﾟｰｼﾞ

ﾊﾟﾈﾙ上のﾊﾟｯﾄﾞやﾎﾞﾀﾝは設
定やﾏｼﾝﾓﾃﾞﾙにより異なり
ます。



31取扱説明書 WMF 1500 F Internal Storage

ｿﾌﾄｳｪｱ | 概要

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの機能 35ﾍﾟｰｼﾞ以降

DI_pfege DI_getr DI_bedien
DI_info

お手入れ
35ﾍﾟｰｼﾞ

飲料
37ﾍﾟｰｼﾞ

操作ｵﾌﾟｼｮﾝ
45ﾍﾟｰｼﾞ

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
50ﾍﾟｰｼﾞ

DI_abr
DI_pin DI_timer

DI_system

会計
52ﾍﾟｰｼﾞ

PIN権限
53ﾍﾟｰｼﾞ

ﾀｲﾏｰ
55ﾍﾟｰｼﾞ

ｼｽﾃﾑ
59ﾍﾟｰｼﾞ

DI_sprache DI_usb

言語
64ﾍﾟｰｼﾞ

USB
64ﾍﾟｰｼﾞ

ﾒﾆｭｰ制御ﾊﾟｯﾄﾞ

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ/戻る 値 / 設定の確定
DI_pin

PIN入力 値 / 設定の削除

次へ/開始 飲料ﾃｽﾄ

設定のﾛｰﾄﾞ 戻る

設定の保存 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ表示

ﾊﾟﾈﾙ上の通知

ｲﾍﾞﾝﾄ/ｴﾗｰ通知
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ｿﾌﾄｳｪｱ | 「供給可能な飲料」の画面

4.2 「供給可能な飲料」の画面
「供給可能な飲料」の画面は、ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｵﾌﾟｼｮﾝや
個々の設定によって異なります。

4.2.1 飲料ﾎﾞﾀﾝ
供給可能なすべての飲料ﾎﾞﾀﾝで照明が点灯してい
ます。
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ上に、設定されているすべての飲料が表示
されます。中央の操作ﾊﾟﾈﾙ下にｺｰﾋｰﾉｽﾞﾙがあります。
対応飲料ｻｲｽﾞ:
•  ｶｯﾌﾟ、ﾎﾟｯﾄ、ｼﾞｬｸﾞ - 保管容器
•  ｶｯﾌﾟ、ﾎﾟｯﾄ、ｼﾞｬｸﾞ - 淹れたて

お湯の供給口は左側にあります。
対応飲料ｻｲｽﾞ:
•  ｶｯﾌﾟ、ﾎﾟｯﾄ、ｼﾞｬｸﾞ

ｶｯﾌ（゚大）

例：ｺｰﾋｰｶｯﾌ（゚大） 
ｷｰﾚｲｱｳﾄ  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
47ﾍﾟｰｼﾞ
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4.2.2 保管容器設定
	✻ 保管容器ｷｰをﾀｯﾌﾟすると

保管容器用ﾒﾆｭｰが開きます。

保管容器の中の希望は動作ﾓｰﾄﾞにより設定され 
ます。

操作ﾓｰﾄﾞ 1～1.5ﾘｯﾄﾙ 1.5～2ﾘｯﾄﾙ 2～2.5ﾘｯﾄﾙ

目標量 1.5ﾘｯﾄﾙ    2ﾘｯﾄﾙ    2.5ﾘｯﾄﾙ

抽出量 0.5ﾘｯﾄﾙ 0.5ﾘｯﾄﾙ 0.5ﾘｯﾄﾙ

抽出後基準値    1ﾘｯﾄﾙ 1.5ﾘｯﾄﾙ    2ﾘｯﾄﾙ

取外ﾛｯｸ 0.5ﾘｯﾄﾙ 0.5ﾘｯﾄﾙ 0.5ﾘｯﾄﾙ

操作ﾓｰﾄﾞ 2.5～3ﾘｯﾄﾙ 3～3.5ﾘｯﾄﾙ    4ﾘｯﾄﾙ

目標量    3ﾘｯﾄﾙ    3.5ﾘｯﾄﾙ    4ﾘｯﾄﾙ

抽出量 0.5ﾘｯﾄﾙ 0.5ﾘｯﾄﾙ 0.5ﾘｯﾄﾙ

抽出後基準値 2.5ﾘｯﾄﾙ    3ﾘｯﾄﾙ 3.5ﾘｯﾄﾙ

取外ﾛｯｸ 0.5ﾘｯﾄﾙ 0.5ﾘｯﾄﾙ 0.5ﾘｯﾄﾙ

保管容器ｷｰ

ｵﾌ
4 ﾘｯﾄﾙ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ

3.0-3.5ﾘｯﾄﾙ
2.5-3ﾘｯﾄﾙ

2.0-2.5ﾘｯﾄﾙ
1.5 ～ 2.0 ﾘｯﾄﾙ ｴｺﾉﾐｰ

1.0-1.5ﾘｯﾄﾙ
ｵﾌ

4 ﾘｯﾄﾙ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ
3.0-3.5ﾘｯﾄﾙ
2.5-3ﾘｯﾄﾙ

2.0-2.5ﾘｯﾄﾙ
1.5 ～ 2.0 ﾘｯﾄﾙ ｴｺﾉﾐｰ

1.0-1.5ﾘｯﾄﾙ

ﾓｰﾄﾞ選択   

保管容器抽出量の設定  
w ｼｽﾃﾑ  
63ﾍﾟｰｼﾞ
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4.2.3 機能ﾊﾞｰ

言語の選択
国旗のｱｲｺﾝで、使用する希望の言語を選択できます。

手動取り出し
手動取り出しで、計量された分量ではなく好きな量
で保管容器からｺｰﾋｰを供給できます。

4.3 ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄﾞでの供給可能な飲料
の画面

ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄﾞで利用可能な飲料が「供給可能な飲
料」の画面に表示されます。
表示は、装備の内容により異なります（ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ1台
または2台）。

供給ｵﾌﾟｼｮﾝ
個別の飲料を供給するか、ﾎﾟｯﾄ抽出をすることも可
能です。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ：ｶｯﾌﾟ、ﾎﾟｯﾄ。

言語ﾌﾟﾚ選択  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
46ﾍﾟｰｼﾞ

  

ｶｯﾌﾟ（小） ｶｯﾌﾟ ﾃﾞｶﾌｪ 熱湯

ｶｯﾌﾟ（大） ｶｯﾌﾟ（大）ﾃﾞｶﾌｪ 熱湯（大）

ﾏｸﾞ ﾎﾟｯﾄ ﾃﾞｶﾌｪ ﾎﾟｯﾄ 熱湯

1500F

供給可能な飲料の画面  
ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄ（゙ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ2台） 
w ｿﾌﾄｳｪｱ  
45ﾍﾟｰｼﾞ

  
1500F

ｶｯﾌﾟ（小）

ｶｯﾌﾟ（大）

熱湯

熱湯（大）

供給可能な飲料の画面  
ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄ（゙ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ1台） 
w ｿﾌﾄｳｪｱ  
45ﾍﾟｰｼﾞ
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4.4 お手入れ

最終実施日：
-

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 設定

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｸﾘｰﾆﾝｸﾞのためにﾀ
ｯﾁｽｸﾘｰﾝが反応しなくなり

ます

ｸﾘｰﾝﾛｯｸ

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ ｱﾆﾒｰｼｮﾝ

説明

お手入れ
DI_pfege

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ここでは、ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞの後にｺｰﾋｰﾏｼﾝの電源を切る
かを選択します。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ：「電源を切る」「電源を切らない」

ｸﾘｰﾝﾛｯｸ
	✻  ｸﾘｰﾝ ﾛｯｸ  をﾀｯﾁする

15秒間のｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝが始まります。
この間にﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙのｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行ってください。
最後にﾀｯﾁしてから15秒後に、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙが再び有効
になります。

DI_pfege

ﾒﾆｭｰ制御ﾊﾟｯﾄﾞ  
w 概要  
31ﾍﾟｰｼﾞ
お手入れ  
w 66ﾍﾟｰｼﾞ以降
HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄ  
w 75ﾍﾟｰｼﾞ以降

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w お手入れ  
69ﾍﾟｰｼﾞ以降

ｸﾘｰﾝﾛｯｸ

操作ﾊﾟﾈﾙｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w お手入れ  
73ﾍﾟｰｼﾞ以降



36 取扱説明書 WMF 1500 F Internal Storage

ｿﾌﾄｳｪｱ | お手入れ

説明
ここでｱﾆﾒｰｼｮﾝを通して、清掃の仕方を確認できます。

設定

ｽｲｯﾁ ｵﾌ ﾘﾝｽ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 有効

有効 ｺｰﾋｰﾏｼﾝの電源を切ると、ｽｲｯﾁ ｵﾌ ﾘﾝｽが実行
されます。

説明

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ間隔概要  
w お手入れ  
 68ﾍﾟｰｼﾞ

設定
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4.5 飲料

概要

供給ﾃｽﾄ
大半の飲料設定では、ﾚｼﾋﾟを保存する前に新しい
設定で飲料供給ﾃｽﾄを行えるようになっています。

	✻ 設定を希望通り変更
	✻「供給ﾃｽﾄ」ﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾁ

新しい設定値に従って飲料が供給されます。
	✻ 飲料が希望の通りであれば、「ﾚｼﾋﾟを保存する」
のﾏｰｸをﾀｯﾌﾟします

ﾚｼﾋﾟが保存されます。

ﾚｼﾋﾟの保存
変更されたﾚｼﾋﾟが保存されます。

ﾚｼﾋﾟをﾛｰﾄﾞする
保存されているﾚｼﾋﾟが飲料ﾎﾞﾀﾝにﾛｰﾄﾞされます。
	✻ 飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁ
	✻「ﾚｼﾋﾟをﾛｰﾄﾞする」ﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾁ

ｻﾌﾞﾒﾆｭｰが開きます。
	✻ 希望するﾚｼﾋﾟをﾏｰｸする
	✻「ﾚｼﾋﾟの保存」ﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾁ

飲料ﾎﾞﾀﾝに新しく選択したﾚｼﾋﾟが割り当てられます。

ｺｰﾋｰｶｯﾌ（゚小）

例: ｺｰﾋｰｶｯﾌ（゚小）

DI_getr
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容量と供給ｵﾌﾟｼｮﾝ

ｶｯﾌﾟ容量
希望するｶｯﾌﾟ容量を設定します。ﾚｼﾋﾟは適切に調節
されます。
100 %はこれまで保存されている値に相当します。

ｶｯﾌﾟ容量：

複数抽出：

S/M/L有効

%

97
98
99

100
101
102
103

 I
全てのﾚｼﾋﾟの追加物
は、ｶｯﾌﾟの容量に合
わせて調整されま
した。（Mｻｲｽﾞの飲
料）

 I
指示に従って、同じ
飲料をもう一度供給
します。

飲料設定 ﾎﾟｯﾄ ﾃﾞｶﾌｪ M
供給量の変更

 10
* 11
* 12
*  1
*  2
*  3
*  4

有効

供給ｵﾌﾟｼｮﾝ
•  ｽﾀｰﾄ・ｽﾄｯﾌﾟ
供給は設定量に達するまで行われます。途中で
供給を中止するには、ﾎﾞﾀﾝをもう一度押してくだ
さい。

•  供給
設定した量が供給されます。供給ｵﾌﾟｼｮﾝを熱湯
にも使用可能です。

•  ﾌﾘｰﾌﾛｰ
熱湯は、ｷｰを押している間供給されます。

•  ｽﾀｰﾄ・ｽﾄｯﾌﾟ ﾌﾘｰﾌﾛｰ
ﾎﾞﾀﾝを軽く押すとｽﾀｰﾄ・ｽﾄｯﾌﾟ供給となります。
ﾎﾞﾀﾝを1秒間以上押すと、ﾌﾘｰﾌﾛｰ供給が開始され
ます。

供給ｵﾌﾟｼｮﾝは熱湯に設置可能 
です。
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ﾚｼﾋﾟの変更

飲料の設定 - 淹れたて
	✻ 淹れたてのｱｲｺﾝをﾀｯﾌﾟします（FB）
	✻ 希望の飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします
	✻ ﾊﾟｯﾄﾞ  をﾀｯﾁする

飲料設定 ﾎﾟｯﾄ ﾃﾞｶﾌｪ M   

ﾚｼﾋﾟの変更 - 追加物の変更 - ｴｽﾌﾟﾚｯｿ

17.0 200 3 0 1
17.0 200 3 0 1

17.0 200 3 0 1

g ml # 1 2
16.7
16.8
16.9
17.0
17.1
17.2
17.3
17.4

9
10
0
1
2
3
4
5

8
9

10
0
1
2
3
4

ﾕｰｻﾞｰ
1
2
3
4
5
6
7

185
190
195
200
210
220
230
240

工場出荷時設定で用意されている追加ｵﾌﾟｼｮﾝ
ﾚｼﾋﾟに追加できる追加ｵﾌﾟｼｮﾝはここに表示され 
ます。
	✻ 希望する追加物を押し、ﾚｼﾋﾟ作成でもう一度希望
する位置を押す

追加物がすぐに希望する位置に追加されます。

ﾒﾆｭｰ制御ﾊﾟｯﾄﾞ  
w 概要  
31ﾍﾟｰｼﾞ

FBVB

VB（保管容器）  
FB（淹れたて）
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追加物の削除
ﾏｰｸのついた追加ｵﾌﾟｼｮﾝを現在のﾚｼﾋﾟ構成から削
除します。

追加ｵﾌﾟｼｮﾝの変更
	✻ 追加ｵﾌﾟｼｮﾝをﾏｰｸし、「追加ｵﾌﾟｼｮﾝの変更」をﾀｯﾁ

追加ｵﾌﾟｼｮﾝの変更 のﾒﾆｭｰが開きます。
選択した追加ｵﾌﾟｼｮﾝの設定ｵﾌﾟｼｮﾝが表示されます。
保存されたﾃﾞｰﾀと現在のﾃﾞｰﾀが表示されます。

現在の値

ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱによって保存された値

工場出荷時の設定値

ｺｰﾋｰ粉の量
単位：ｸﾞﾗﾑ（g）

水量
単位：ﾐﾘﾘｯﾄﾙ（ml）
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ｺｰﾋｰの品質
ｺｰﾋｰの抽出は、品質ﾚﾍﾞﾙによって変化します。
品質ﾚﾍﾞﾙを高くするほど、抽出されるｺｰﾋｰの香りと
味が強まります。

品質ﾚﾍﾞﾙ
1 ﾌﾟﾚｽ後、挽いたｺｰﾋｰが水を含むようにするた
めのｽﾍﾟｰｽが与えられます。

2 ﾌﾟﾚｽ直後から抽出が始まります。

3 ﾌﾟﾚｽ後、湿らし行程に入ります。

4 ﾌﾟﾚｽと湿らし行程後、2回目のﾌﾟﾚｽをします。

5 品質4と同様ですが、さらに強くｳｪｯﾄﾌﾟﾚｽし 
ます。

6 品質5と同様ですが、さらに強くｳｪｯﾄﾌﾟﾚｽし 
ます。

7 品質6と同様ですが、さらに長くｳｪｯﾄﾌﾟﾚｽし 
ます。

ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞを選択
ｺｰﾋｰ粉の挽く分量全部は10に相当します。全分量は
各種ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰを合わせることができます。そのため、
様々な個別のﾚｼﾋﾟが可能です。

注意事項！
抽出用熱湯がわずかな状態で非
常に細かいｺｰﾋｰ粉を使用すると、
品質ﾚﾍﾞﾙが高い場合は抽出用熱
湯ｴﾗｰが発生することがあります。

1 2
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飲料の設定 - 保管容器

125
130
135
140
145
150
155
160

ml

140
140

140

飲料設定 ｶｯﾌﾟ（大）M
ﾚｼﾋﾟの変更 - 追加物の変更 - 保管容器供給

保管容器からの飲料には供給量のみ設定できます。
	✻ 保管容器のｱｲｺﾝをﾀｯﾌﾟします（VB）
	✻ 希望の飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします
	✻ ﾊﾟｯﾄﾞ  をﾀｯﾁする

保存されたﾃﾞｰﾀと現在のﾃﾞｰﾀが表示されます。

現在の値

ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱによって保存された値

工場出荷時の設定値

水量
単位：ﾐﾘﾘｯﾄﾙ（ml）

FBVB

VB（保管容器）  
FB（淹れたて）
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ﾃｷｽﾄと画像

ﾚｼﾋﾟ番号 257 工場：257

備考 ｶｯﾌﾟ（大）ﾃﾞｶﾌｪ 保管容器

ﾃｷｽﾄ ＋ 画像 ｶｯﾌﾟ（大）ﾃﾞｶﾌｪ

飲料設定 ｶｯﾌﾟ（大）ﾃﾞｶﾌｪ M
ﾃｷｽﾄと図の変更

ﾃｷｽﾄと画像
ここで飲料の名称と飲料ﾎﾞﾀﾝの画像を設定します。
	✻ ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾟｯﾄﾞにﾀｯﾁしてｷｰﾎﾞｰﾄﾞを有効にします

備考
飲料についてのﾒﾓはここに保存できます。

ﾒﾆｭｰ制御ﾊﾟｯﾄﾞ  
w 概要  
31ﾍﾟｰｼﾞ

個別の飲料画像を読み込む  
w USB  
64ﾍﾟｰｼﾞ
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抽出量の設定 - 保管容器

飲料設定 500 ml ｱｰﾝ M   

希望の飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします。

500 ml ｱｰﾝ

ここでは、保管容器の抽出量を決めて、保存でき 
ます。
抽出ﾕﾆｯﾄにはｺｰﾋｰ粉を最大28 g入れることができ 
ます。
これに応じて抽出量を調整する必要があります。
標準値：抽出量 0.5 L
	✻ ﾊﾟｯﾄﾞ  をﾀｯﾁする
	✻ 希望の飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします
	✻ ﾊﾟｯﾄﾞ  をﾀｯﾁする

現在のﾚｼﾋﾟ構成：

供給順序 → 500 ml 当たりのおおよその量

栄養成分情報
保管
追加物 初期値：

希望する追加物にタッチしたままﾄﾞﾗｯｸﾞします。

ｺｰﾋｰ
28 g、500 ml

ｺｰﾋｰ

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ 一旦停止

飲料設定 500 ml ｱｰﾝ M   

ﾚｼﾋﾟの変更

保管容器設定  
w 「供給可能な飲料」の画面  
33ﾍﾟｰｼﾞ
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4.6 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ

操作要素
「供給可能な飲料」の画面で一部の機能を無効にし
て操作することができます。無効にしておくと、この
機能と該当するﾊﾟｯﾄﾞが画面に表示されません。

ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄ（゙ｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽ）
機能を無効にして、ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄﾞで操作すること
ができます。この無効になっているﾊﾟｯﾄﾞとその機能
は、ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄﾞでは表示されません。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄﾞが有効になっている場合、以下の設
定が同時に設定されます。
•  ﾒﾆｭｰﾊﾟｯﾄ ：゙遅延
•  ｴﾗｰ表示：記号
•  飲料のｷｬﾝｾﾙ：無効
•  言語ﾌﾟﾚ選択：無効
•  保管容器設定: 無効
•  保管容器手取り出し:無効

ﾒﾆｭｰﾊﾟｯﾄﾞ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 有効

有効 ﾒﾆｭｰﾊﾟｯﾄﾞにﾀｯﾁすると、ﾒﾆｭｰﾊﾟｯﾄﾞが直ち
に反応します。

無効 何もないところを二回押すとﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻
ります。

DI_bedien

操作要素
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ｴﾗｰ表示
ｴﾗｰはﾊﾟﾈﾙのﾍｯﾀﾞｰにおいて、様々な色で通知されま
す。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 有効

有効 ｴﾗｰはﾃｷｽﾄでﾊﾟﾈﾙ上に表示されます。

言語ﾌﾟﾚ選択
言語と国旗のﾌﾟﾚ選択を可能にするかどうか、ここで
設定します。「言語ﾌﾟﾚ選択」をここで有効にできます。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

保管容器設定 - ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄﾞ
「残量表示」には、設定した保管容器の抽出量が表
示されます。
	✻ ﾊﾟｯﾄﾞ をﾀｯﾁする

ﾒﾆｭｰが開きます。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

有効 「保管容器設定」のﾊﾟｯﾄﾞは、「供給可能な飲
料」画面上の機能ﾒﾆｭｰに表示されます。

言語のﾌﾟﾚ選択  
w 操作ｴﾚﾒﾝﾄ  
64ﾍﾟｰｼﾞ

保管容器設定  
w 「供給可能な飲料」の画面  
33ﾍﾟｰｼﾞ
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保管容器設定 - 標準ﾓｰﾄﾞ
「残量表示」には、設定した保管容器の残量が表示
されます。
	✻ ﾊﾟｯﾄﾞ をﾀｯﾁする

ﾒﾆｭｰが開きます。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

有効 残量表示をﾀｯﾌﾟすると、保管容器設定を開
くことができます。 

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ
種々の標準ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄがここに保存されており、 
選択できるようになっています。

ﾎﾟｽﾄｾﾚｸｼｮﾝ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

有効 飲料の選択後、ｺｰﾋｰのﾀｲﾌﾟと飲料ｻｲｽﾞを選
択できます。
ｺｰﾋｰのﾀｲﾌﾟの名称とｻｲｽﾞは変更できます。
（ｺｰﾋｰのﾀｲﾌﾟとS/M/L）。
選択ｵﾌﾟｼｮﾝは各種装備により異なります。

•  ｻｲｽﾞ 1、2、3
•  ﾎﾟｰｼｮﾅｰ 1、2

ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄﾞのために、いくつかの機能を無効に
することができます。
無効にしておくと、機能と該当するﾊﾟｯﾄﾞが画面に表
示されません。

目次：4.0ﾘｯﾄﾙ

保管容器

保管容器設定  
w 「供給可能な飲料」の画面  
33ﾍﾟｰｼﾞ

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ

ﾎﾟｽﾄｾﾚｸｼｮﾝ

ﾎﾟｽﾄｾﾚｸｼｮﾝ機能に使用するｵﾌﾟ
ｼｮﾝをﾒﾆｭ「ーｼｽﾃﾑ」で有効にします。
ｼｽﾃﾑ  
w  59ﾍﾟｰｼﾞ
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飲料ﾌﾟﾚｾﾚｸｼｮﾝ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

有効 事前に選択された飲料はさらに押さなくて
も供給されます。
ﾍｯﾄﾞﾗｲﾝには「飲料ﾌﾟﾚ選択有効」と表示され
ます。

飲料のｷｬﾝｾﾙ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

有効 飲料ﾎﾞﾀﾝを再度押すと、飲料供給を中断で
きます。

飲料ﾌﾟﾚｾﾚｸｼｮﾝ

飲料のｷｬﾝｾﾙ
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ﾛｺﾞ

ﾒｰｶｰのﾛｺﾞ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 有効

有効 ﾒｰｶｰﾛｺﾞは、供給可能な飲料の画面上の右
上に表示されます。

お客様のﾛｺﾞ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

有効 ｵﾌﾟｼｮﾝが「有効」に設定されており顧客ﾛｺﾞ
が読み込まれている場合、顧客ﾛｺﾞは供給
可能な飲料の画面でﾍｯﾄﾞﾗｲﾝ中央に表示さ
れます。

お客様のﾛｺﾞをﾛｰﾄﾞ
	✻ 顧客ﾛｺﾞ入りの USB ｽﾃｨｯｸを挿し込みます
	✻ 顧客ﾛｺﾞを読み込みます

顧客ﾛｺ（゙大）
ﾛｺﾞは最大 80 ﾋﾟｸｾﾙまで許容されます。それより大
きいﾛｺﾞは自動でこの大きさにｻｲｽﾞ変更されます。

ﾛｺﾞ

顧客ﾛｺﾞをCoffeeConnectで読み
込むこともできます。
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4.7 ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾒﾆｭｰの選択ｵﾌﾟｼｮﾝは以下の通りです。

前回の抽出
前回の抽出に関するｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ。

ﾀｲﾏｰ
1週間のﾀｲﾏｰ設定が呼び出されます。ここにはすべ
てのｽｲｯﾁｵﾝ・ｵﾌ時刻が表示されます。

ｻｰﾋﾞｽ
ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰの住所、ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ、
ﾈｯﾄﾜｰｸに関する情報

お手入れ
ｺｰﾋｰﾏｼﾝのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから行ったｸﾘｰﾆﾝｸﾞとお手入れの
記録が表示されます。

浄水ﾌｨﾙﾀとｶﾙｷ除去
浄水ﾌｨﾙﾀｰの残り容量と次回ｶﾙｷ抜きのﾀｲﾐﾝｸﾞのｲﾝ
ﾌｫﾒｰｼｮﾝが表示されます。

DI_info

前回の抽出

ﾀｲﾏｰ

ｻｰﾋﾞｽ

お手入れ

ﾌｨﾙﾀとｶﾙｷ除去
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ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
ｺｰﾋｰﾏｼﾝ操作中やｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中のｲﾍﾞﾝﾄとｴﾗｰのｼﾞｬｰﾅﾙ。

ﾘﾓｰﾄ ｻｰﾋﾞｽ
ﾘﾓｰﾄ ｻｰﾋﾞｽが有効になっていると、WMF ｻｰﾋﾞｽを直
接ｺｰﾋｰﾏｼﾝに接続できます。各種設定とｴﾗｰの是正が
できます。

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ﾘﾓｰﾄ ｻｰﾋﾞｽ
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4.8 会計

ｶｳﾝﾀｰ
供給されたそれぞれの飲料のｶｳﾝﾀｰと合計飲料数
が表示されます。
ｼﾞｬｰﾅﾙはUSB出力によって読みだすことができます。

ｶｯﾌﾟ 1 2 3 4
ｶｯﾌﾟ ﾃﾞｶﾌｪ 2 2 2 2
ﾎﾟｯﾄ 熱湯 1 1 1 1
ﾏｸﾞ 2 2 2 2

会計
DI_abr

ｶｳﾝﾀｰ

標準設定
ｶｳﾝﾀｰ 1＝1日のｶｳﾝﾀｰ
ｶｳﾝﾀｰ 2＝1週間のｶｳﾝﾀｰ
ｶｳﾝﾀｰ 3＝1ヶ月のｶｳﾝﾀｰ
ｶｳﾝﾀｰ 4＝1年のｶｳﾝﾀｰ

各ｶｳﾝﾀｰを個別にﾏﾆｭｱﾙでﾘｾｯﾄ可能です。
（例：ｶｳﾝﾀｰ 1 ＝ 毎日、ｶｳﾝﾀｰ 2 ＝ 毎週）

 

自動販売機
自動販売機として使用する際の取扱説明書を参照
してください。

外部会計
ｳｪｲﾀｰ会計取扱説明書を参照してください。

DI_abr

ｶｳﾝﾀｰ

ﾋﾝﾄ
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無料設定
無料設定は請求単位ｵﾌﾟｼｮﾝと併せて使用可能です。

すべて無料

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

飲料は無料

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ表示
「すべて割引」が有効の設定になっている場合、ここ
にﾃｷｽﾄを表示できます。（例：「割引」）。入力されたﾃｷ
ｽﾄはﾍｯﾄﾞﾗｲﾝに表示されます。

飲料ﾎﾞﾀﾝ表示
「すべて割引」が有効の設定になっている場合、ここ
に飲料ﾎﾞﾀﾝ用ﾃｷｽﾄを表示できます。

4.9 PIN権限
下記のｴﾘｱではPINｺｰﾄﾞを設定できます。
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
•  設定
•  会計

PINには序列が設けられています。
例えば、設定PINはｸﾘｰﾆﾝｸﾞPINも兼ねますが、会計
PINとしては無効です。

無料設定

DI_pin
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PINを割り当てないｴﾘｱは、PIN入力なしでｱｸｾｽ可能
です。PINを割り当てたﾚﾍﾞﾙには、PIN入力なしではｱ
ｸｾｽできません。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞPIN
有効なPIN入力すると、次の項目にｱｸｾｽできます：

DI_pfege

お手入れ

設定PIN
有効なPIN入力すると、次の項目にｱｸｾｽできます：

DI_pfege

お手入れ
DI_timer

ﾀｲﾏｰ 
DI_getr

飲料
DI_system

ｼｽﾃﾑ
DI_bedien

操作ｵﾌﾟｼｮﾝ
DI_sprache

言語
DI_abr

会計（「削除」なし）
DI_usb

USB

会計PIN
有効なPIN入力すると、次の項目にｱｸｾｽできます：

DI_pfege

お手入れ
DI_pin

PIN 
DI_getr

飲料
DI_timer

ﾀｲﾏｰ 
DI_bedien

操作ｵﾌﾟｼｮﾝ
DI_system

ｼｽﾃﾑ
DI_abr

会計（「削除」あり）
DI_sprache

言語
DI_usb

USB

新しいPINを入力
ｱｸｾｽ許可用 PIN が割り当てられたら、ここに PIN  
番号を入力して新しい PIN を発行します。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

設定

会計

会計 PIN を使用して他の PIN 
番号を両方変更できます。会計 
PIN を忘れた場合、ｻｰﾋﾞｽ担当者
によってのみ PIN をﾘｾｯﾄ可能で
す。

新しいPINを入力
DI_service-pin
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4.10 ﾀｲﾏｰ

時刻/日付
ここでは現在の日付と時刻を設定します。

ｻﾏｰﾀｲﾑ
ここでは、ｻﾏｰﾀｲﾑに自動で切り替えるかを設定でき
ます。
ﾃﾚﾒﾄﾘｰﾓｼﾞｭｰﾙが取り付けられていなければ、ﾒﾆｭｰを
利用できます。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効
標準値： 無効

時刻帯
ここではﾀｲﾑｿﾞｰﾝを設定できます。

ﾀｲﾏｰ
ここで、ﾀｲﾏｰ機能をｵﾝ・ｵﾌを切り替えられます。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効
標準値： 有効

有効 ﾀｲﾏｰの切り替え時間が有効になってい 
ます。

無効 ﾀｲﾏｰの切り替え時間は作動しません。

DI_timer

時刻/日付

ｻﾏｰ ﾀｲﾑ

時刻帯 

ﾀｲﾏｰ
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ﾀｲﾏｰ予定表とﾀｲﾏｰの設定
すべてのｵﾝ・ｵﾌ時刻の概要

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

00:00
01:00
02:00
03:00
04:00
05:00
06:00
07:00
08:00
09:00
10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00
18:00
19:00
20:00
21:00
22:00
23:00

ﾀｲﾏｰ     ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ     保管容器操作ﾓｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ

ﾀｲﾏｰ
DI_timer

ﾀｲﾏｰの概要

07:00...
3x3

07:00...
3x3

07:00...
3x3

07:00...
3x3

07:00...
3x307:00 08:00 07:00 08:00 07:00 08:00 07:00 08:00

07:00 17:00 07:00 17:00 

17:00 18:00 17:00 18:00 17:00 18:00

ﾀｲﾏｰ削除
削除ﾏｰｸで、あらかじめﾏｰｷﾝｸﾞしていたﾀｲﾏｰを削除
できます。

ﾀｲﾏｰ日別概要
日間・週間予定表を切り替えます。日別概要には、 
当日のｽｲｯﾁを入れる時刻が表示されます。

ﾀｲﾏｰの概要

ｽｲｯﾁを入れる時間の変更は日別
表示でのみ可能です。
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ﾀｲﾏｰの入る時間を設定
ﾀｲﾏｰを介してｽｲｯﾁを入れられる以下の機能がありま
す。
•  ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ
•  ｵﾝ/ｵﾌﾀｲﾏｰ
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀｲﾏｰ
•  操作ﾓｰﾄﾞ

ｽｲｯﾁの入る時間の変更は過去に遡って適用
はされず、変更を行った日時以降にのみ適用
されます。
 

	✻ 希望するﾀｲﾏｰの機能を選択します
	✻ 1日または複数の日にちを選択します
	✻ ﾀｲﾏｰ ｽｲｯﾁ時間を設定します

ｽｲｯﾁを入れる時間はあらかじめ選択された日にち
に対して設定されます。
確定後は設定された切り替え時間による週間予定
表が表示されます。個々の時刻はこの週間予定表の
中で任意に変更できます。

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

有効 ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄをﾀｲﾏｰによって自動的に割り当て
ることができます。 

注意事項

ﾎﾞﾀﾝﾚｲｱｳﾄ



58 取扱説明書 WMF 1500 F Internal Storage

ｿﾌﾄｳｪｱ | ﾀｲﾏｰ

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀｲﾏｰ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

有効 ﾀｲﾏｰを介して、自動ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞを開始でき
ます。 

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞをﾀｲﾏｰで開始するための前提条件:
•  ﾎﾟｯﾄのﾉｽﾞﾙを押し込む必要があります。
•  ﾀｲﾏｰ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞは、ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄﾞの時間外にしな
ければなりません。

保管容器操作ﾓｰﾄﾞ
ﾀｲﾏｰにより時刻に応じた操作ﾓｰﾄﾞを決定できます。

例えば：
•  操作ﾓｰﾄﾞ 2～4 L 10時まで
•  操作ﾓｰﾄﾞ 1～2 L 10時から

ﾕｰｻﾞｰ定義の操作ﾓｰﾄﾞが設定されている場合、ﾃﾞｨｽ
ﾌﾟﾚｲ上でも選択肢として表示されます。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀｲﾏｰ 

方法やその他の問い合わせ  
w お手入れ  
w ﾀｲﾏｰ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
70ﾍﾟｰｼﾞ

保管容器操作ﾓｰﾄﾞ

保管容器操作ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ ｵﾝ時刻

02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12

55
56
57
58
59
00
01
02
03
04
05

3.0-3.5ﾘｯﾄﾙ
2.5-3ﾘｯﾄﾙ

2.0-2.5ﾘｯﾄﾙ
1.5 ～ 2.0 ﾘｯﾄﾙ ｴｺﾉﾐｰ

1.0-1.5ﾘｯﾄﾙ
ｵﾌ

4 ﾘｯﾄﾙ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ
ﾕｰｻﾞｰ定義
2-4ﾘｯﾄﾙ
1-3ﾘｯﾄﾙ
1-2ﾘｯﾄﾙ

新しい分量の事前設定
20/09/23  10:54
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4.11 ｼｽﾃﾑ

ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： ﾗｲﾝ、ｻｰｸﾙ、ｵﾌ

標準値： ﾗｲﾝ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲと照明

照明
点灯色はここで設定します。
ｶﾗｰｻｰｸﾙの三角形で希望の色を設定してください。
RGB数値による色の設定も可能です。
その他の選択ｵﾌﾟｼｮﾝ：
•  色の変更 ゆっくり
•  色の変更 標準
•  色の変更 速く
•  ｵﾌ
ただちに現在の設定が表示されます。

供給可能な場合の照明
•  側板 標準色

ｲﾍﾞﾝﾄの表示（通知）

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

有効 ﾒｯｾｰｼﾞ表示中、照明の調整ができます。

ﾒｯｾｰｼ（゙ｲﾍﾞﾝﾄ）の照明
•  ｲﾍﾞﾝﾄ ｶﾗｰ側板

DI_system

ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲと照明

例：ﾒｯｾｰｼ「゙ｺｰﾋｰ粉が空」。
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ﾊﾟﾈﾙの照度
ﾊﾟﾈﾙの照度はここで設定します。

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ照度は自動的に減少

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 有効

有効 照度減少が「有効」になっていると、飲料供
給から5分後にﾊﾟﾈﾙ照度が自動的に減少し
ます。
ﾊﾟﾈﾙの照度が暗くなっている状態でﾊﾟﾈﾙに
一度ﾀｯﾁすると、再び選択された照度に戻り
ます。その後もう一度飲料供給ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁす
ると、その飲料の供給が始まります。

ﾀｯﾁ ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ
ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙのｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝを新たに行います。

ﾊﾟﾈﾙの背景
ここでは、ﾀｯﾁ ﾊﾟﾈﾙの色を希望する色に設定でき 
ます。
•  ﾒｲﾝﾍﾟｰｼﾞの色
•  その他のﾍﾟｰｼﾞの色

ｽｸﾘｰﾝｾｰﾊﾞｰ
ここでは、ｽｸﾘｰﾝｾｰﾊﾞｰの開始時間と周波数を有効
化・設定できます。
ﾏｼﾝにあらかじめｽｸﾘｰﾝｾｰﾊﾞｰを読み込んでおく必要
があります。

抽出ｱﾆﾒｰｼｮﾝ
ここでは、飲料供給中のｱﾆﾒｰｼｮﾝの表示時間を設定
できます。
ﾏｼﾝにあらかじめ画像を読み込んでおく必要があり
ます。

w ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ  
64ﾍﾟｰｼﾞ

w ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ  
64ﾍﾟｰｼﾞ
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浄水ﾌｨﾙﾀｰ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

有効 浄水ﾌｨﾙﾀが取り付けられています。ﾌｨﾙﾀの
容量と水の硬度の入力が必要です。

ﾌｨﾙﾀ容量
ﾌｨﾙﾀｰ範囲（単位： ﾘｯﾄﾙ）はここで入力します。

硬度の計測
測定した水の硬度を°dKH単位で入力します。
	✻ 飲料水の水の硬度は、水道事業者に照会するか、
付属品にあるWMF 炭酸硬度ﾃｽﾄ（説明書付き）を
使用して検出する

炭酸硬度ﾃｽﾄｷｯﾄはｱｸｾｻﾘと共に送られます。

水の硬度を不適切に設定してｺｰﾋｰﾏｼﾝを運転
すると、多くのｶﾙｷが発生し、ﾊﾞﾙﾌﾞの密閉性
が失われるおそれがあります。
これにより損害が生じても保証は適用されま
せん。
 

総硬度の計測
ここには総硬度を入力します。

浄水ﾌｨﾙﾀｰ

注意事項
弊社は原則浄水ﾌｨﾙﾀｰの使用を
推奨しております。適切な浄水ﾌｨ
ﾙﾀｰの選択につきましては、担当
のWMFｻｰﾋﾞｽﾊﾟｰﾄﾅｰがご相談に
応じます。

注意事項
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温度
水の設定ﾎﾞｲﾗｰ温度を表示。

挽き目設定
挽き目はﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ上で設定します。
•  挽き目ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ 1
•  挽き目 ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ 2

小さい値  -> 細挽き

高い値  -> 粗挽き
0.25ごとに設定可能です。設定ごとに最大で半分の
挽き目を設定できます。各設定を終えたら豆挽きを
行います。
教育を受けた専門社員およびｻｰﾋﾞｽ担当者のみ使
用可能。

抽出圧表示
ここでは抽出圧表示を有効化できます。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

ﾎﾟｰｼｮﾅｰ
ここでは使用する豆とｺｰﾋｰ粉の種類の名前を記録
できます。
標準値：ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ。

栄養成分情報
ここでは、ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞ-ごとに栄養成分の量および材料
に関する詳細情報を取得できます。
概要が確認できます。

挽き目設定

抽出圧表示

ﾎﾟｰｼｮﾅｰ

ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ2台接続のﾏｼﾝに利用で
きます。

栄養成分情報
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ﾎﾞﾀﾝ ｽﾞｰﾑ
ｷｰ ｽﾞｰﾑを有効にすると、選択した飲料ｷｰが拡大表
示されます。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

保管容器
ここでは、保管容器の一般設定が可能です。

保管容器設定
•  操作ﾓｰﾄﾞの選択
•  目標量:1～1.5ﾘｯﾄﾙ,  1.5～2ﾘｯﾄﾙ,  2～2.5ﾘｯﾄﾙ, 
2.5～3ﾘｯﾄﾙ, 3～3.5ﾘｯﾄﾙ, 3.5～4ﾘｯﾄﾙ

保管時間の設定
ここでは、保管容器で保管する時間を設定できます。
設定した時間が経過すると、保管容器はｺｰﾋｰﾏｼﾝの
排水口を通して中身を空にします。
保管時間は最大240分です。

保管時間

225分
240分
ｵﾌ
30分
45分

ﾎﾞﾀﾝ ｽﾞｰﾑ

保管容器
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ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ

ﾘﾓｰﾄｱｸｼｮﾝ
WMF CoffeeConnectで送られたﾊﾟｯｹｰｼﾞ ﾒﾃﾞｨｱが
直接ｲﾝｽﾄｰﾙされていない場合は、ここで後から実行
できます。

ｽﾏｰﾄﾘﾓｰﾄ
WMFｻｰﾋﾞｽはｽﾏｰﾄﾘﾓｰﾄを有効化できますその後、 
この機能をここで有効化できます。

4.12 言語
ﾊﾟﾈﾙ上で使用する言語を設定します。
使用できる言語が英語で表示されます。

4.13 USB
USB接続口からはﾃﾞｰﾀの交換が可能です。
USB接続口は操作ﾊﾟﾈﾙ裏側の左上の、ｶﾊﾞｰの背後
にあります。

ﾚｼﾋﾟをﾛｰﾄﾞする
保存されたﾚｼﾋﾟがここで読み込まれます。

飲料のﾏｰｸをﾛｰﾄﾞする
USBｽﾃｨｯｸから飲料の写真またはﾏｰｸを読み込み 
ます。

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ

WMF CoffeeConnectから、ﾘﾓｰﾄ 
ｱｸｾｽの各種ｵﾌﾟｼｮﾝをご利用いた
だけます。

DI_sprache

DI_usb

ﾚｼﾋﾟをﾛｰﾄﾞする

飲料のﾏｰｸをﾛｰﾄﾞする
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ﾚｼﾋﾟの保存
ﾚｼﾋﾟをｺｰﾋｰ ﾏｼﾝからUSBへ転送します。

ｶｳﾝﾀｰのｴｸｽﾎﾟｰﾄ
ｶｳﾝﾀｰをUSBへ転送します。

HACCPｴｸｽﾎﾟｰﾄ
実行されたｸﾘｰﾆﾝｸﾞはﾌﾟﾛﾄｺﾙに記録され、ここに
HACCP実施の証明としてｴｸｽﾎﾟｰﾄされます。

ﾃﾞｰﾀのﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
ここではﾏｼﾝや飲料等のﾃﾞｰﾀの設定情報が保存され
ます。

ﾃﾞｰﾀをﾛｰﾄﾞする
ﾏｼﾝのﾃﾞｰﾀ、飲料のﾃﾞｰﾀ等の保存されているﾃﾞｰﾀは
ここでﾛｰﾄﾞします。
（PINで保護可能）

言語をﾛｰﾄﾞする
利用できる場合には、他のﾊﾟﾈﾙ言語をUSBｽﾃｨｯｸか
らｺｰﾋｰﾏｼﾝにﾛｰﾄﾞします。

ﾌｧｰﾑｳｪｱの更新
ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱ専用。

ﾚｼﾋﾟの保存

ｶｳﾝﾀｰのｴｸｽﾎﾟｰﾄ

HACCPｴｸｽﾎﾟｰﾄ

ﾃﾞｰﾀのﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

ﾃﾞｰﾀをﾛｰﾄﾞする

言語をﾛｰﾄﾞする

ﾌｧｰﾑｳｪｱの更新
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5 お手入れ
5.1 安全上の注意事項　お手入れ
ｺｰﾋｰﾏｼﾝが正常に作動し、ｺｰﾋｰの品質をいつでも最
適なものにするためには、定期的なｸﾘｰﾆﾝｸﾞは不可
欠となります。

健康被害のおそれ/衛生面
>  全ての衛生面の注意事項に従ってくだ
さい。

>  HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄに従ってください。
 

健康被害のおそれ/衛生面
•  使用停止中のｺｰﾋｰﾏｼﾝの中で細菌が繁殖
する恐れがあります。

> 数日間運転を停止する場合、運転停止前と
運転再開時にすべてのｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行ってく
ださい。

 

健康被害のおそれ/衛生面
•  すべての洗剤はｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ用に最適
に調整されています。

>  WMFのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ剤およびｶﾙｷ除去剤だけを
使用してください。

 

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
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健康被害のおそれ/ 
刺激・火傷のおそれあり
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中に供給口から高温のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液
と熱湯が出ます。

•  高温になった液体によって皮膚が刺激を
受けたり、火傷のおそれがあります。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中は絶対に供給口の下に手など
を入れないでください。

>  ｺｰﾋｰのﾉｽﾞﾙｸﾘｰﾆﾝｸﾞの際にｽﾌﾟﾗｯｼｭｶﾞｰﾄﾞ
を設置します。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行う前に、ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、
誤って飲料が供給されないようにします。

> 洗剤は絶対に飲まないでください。
 

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.2 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ頻度の概要

お手入れ
DI_pfege

毎
日

毎
週

定
期

的

ﾒｯ
ｾｰ

ｼﾞ

ｵﾌ
ﾟｼ

ｮﾝ

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

x x ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 69ﾍﾟｰｼﾞ

x x ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀｲﾏｰ w 70ﾍﾟｰｼﾞ

手動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

x 熱湯ﾉｽﾞﾙの清掃 w 71ﾍﾟｰｼﾞ

x ｺｰﾋｰ供給口のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 71ﾍﾟｰｼﾞ

x x ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 72ﾍﾟｰｼﾞ

x 外装のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 72ﾍﾟｰｼﾞ

x 操作ﾊﾟﾈﾙｸﾘｰﾆﾝｸ（゙ｸﾘｰﾝﾛｯｸ） w 73ﾍﾟｰｼﾞ

x ｺｰﾋｰｶｽ受けのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 73ﾍﾟｰｼﾞ

x x ｺｰﾋｰｶｽのｼｭｰﾀｰをｸﾘｰﾆﾝｸﾞする w 73ﾍﾟｰｼﾞ

x ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 74ﾍﾟｰｼﾞ

毎日 ＝最低毎日1回、必要に応じて随時
毎週 ＝毎週1回ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
定期的 ＝必要に応じて定期的に実施
ﾒｯｾｰｼﾞ ＝ ﾊﾟﾈﾙでの通知後
ｵﾌﾟｼｮﾝ ＝ｵﾌﾟｼｮﾝ（装備により異なる）
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5.3 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

5.3.1 ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞは全自動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ｸﾘｰﾆﾝ
ｸﾞ顆粒は顆粒計量装置から自動的に供給されます。
合計で約20分かかります。

健康被害のおそれ/ 
刺激・火傷のおそれあり
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にｺｰﾋｰ供給口と熱湯の供給口
から高温のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液と熱湯が出ます。

•  高温になった液体によって皮膚が刺激を
受けたり、火傷のおそれがあります。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中は絶対に供給口の下に手など
を入れないでください。

> 洗剤は絶対に飲まないでください。
 

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはﾊﾟﾈﾙによってｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
の各ｽﾃｯﾌﾟをｶﾞｲﾄﾞします。
表示される通知に従ってください。
 

•  ｺｰﾋｰのﾉｽﾞﾙｸﾘｰﾆﾝｸﾞの際にｽﾌﾟﾗｯｼｭｶﾞｰﾄﾞ
を設置します。ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄがﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示
されます。

•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ顆粒のﾎｯﾊﾟｰが空になっている場
合、ﾏｼﾝは3回目のｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞのﾒｯｾｰｼﾞが
表示された後にﾛｯｸされます。

•  計量装置のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ顆粒が詰まった場合、
WMF ｻｰﾋﾞｽにご連絡ください。

 

動画による説明  
w ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ  
w お手入れ  
w 説明

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

注意事項

重要
ﾀｲﾏｰの章にご注意ください  
w 55ﾍﾟｰｼﾞ
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5.3.2 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀｲﾏｰ
ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞは、ﾀｲﾏｰで自動的に開始、実行可能 
です。
ﾀｲﾏｰ ｺﾝﾄﾛｰﾙでｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行う前に、必ず、下にｽﾌﾟﾗｯ
ｼｭｶﾞｰﾄﾞがあることを確認してください。
•  ﾀｲﾏｰ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞは、ｾﾙﾌ ｻｰﾋﾞｽ ﾓｰﾄﾞの時間外にしな
ければなりません。

•  ｺｰﾋｰのﾉｽﾞﾙｸﾘｰﾆﾝｸﾞの際にｽﾌﾟﾗｯｼｭｶﾞｰﾄﾞを設置
します。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞはﾀｲﾏｰで入力されたｻｲｸﾙ時間に開始します。

ﾀｲﾏｰ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中、LEDｻｲﾄﾞﾗｲﾄが点滅します。
ﾀｲﾏｰ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに警告が表示されます。
ﾉｽﾞﾙからｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液が排出される直前に、信号音が
鳴り始めます。

ﾋﾝﾄ

•  ｽﾌﾟﾗｯｼｭｶﾞｰﾄﾞを下におく
このﾃｷｽﾄは、注意事項としてまたはﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄとして
のみ表示可能です。

•  ｺｰﾋｰｶｽ受けを空にする
このﾃｷｽﾄは、注意事項としてまたはﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄとして
のみ表示可能です。

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

保管容器が空になります。
注意：
熱湯がｺｰﾋｰ供給口から出ま
す！

22:10
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5.4 手動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

5.4.1 熱湯ﾉｽﾞﾙの清掃
熱湯ﾉｽﾞﾙは、念入りに清掃してください。この手作業
による清掃での正しい排水については、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ手
順で詳しく説明されています。
	✻ 熱湯ﾉｽﾞﾙを引き抜き、ｴｱﾚｰﾀｰのﾎﾞﾙﾄを外す
	✻ お湯のﾉｽﾞﾙをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液に浸ける（約30分）
	✻ 飲料水で入念に洗浄する

火傷のおそれ
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行う前に、ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、
誤って飲料が供給されないようにします。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ前にｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ります。
 

5.4.2 ｺｰﾋｰ供給口のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ｺｰﾋｰﾉｽﾞﾙは、念入りに清掃が必要です。この手作業
による清掃での正しい排水については、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ手
順で詳しく説明されています。
	✻ ｺｰﾋｰﾉｽﾞﾙを引き抜く
	✻ ｺｰﾋｰのﾉｽﾞﾙをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液に浸ける（約30分）
	✻ 飲料水で入念に洗浄する

火傷のおそれ
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行う前に、ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、
誤って飲料が供給されないようにします。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ前にｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ります。
 

WMFお手入れﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ用の注文
番号  
w ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ  
93ﾍﾟｰｼﾞ

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.4.3 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

火傷のおそれ
•  ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰには高温の液体がたまっている
ことがあります。

•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後などでﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰを正しくはめ
込んでいない場合、高温の液体で火傷を
負うおそれがあります。

>  ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰは慎重に動かしてください。
> 再び設置するときには、水が不意にこぼれ
ないように注意してください。

>  ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰが正しく取り付けられているか、
必ず確認してください。

 

	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰの前部外側を軽く持ち上げてﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄ
ﾚｰを外す
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲを念入りに清掃すること
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰを最後に清潔な飲料水でﾘﾝｽする
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰを乾かし、元の位置に装着

5.4.4 外装のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にﾊﾟﾈﾙ表面に傷をつけるおそ
れがあります。

> 研磨剤の類はｸﾘｰﾆﾝｸﾞで使用しないでくだ
さい。

> 苛性洗剤は使用しないでください。
>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞには柔らかい布を使用してくだ
さい。

> 湿らせたﾏｲｸﾛﾌｧｲﾊﾞｰｸﾛｽの使用をお勧めし
ます。

 

金属表面（ﾏｯﾄ加工）の手入れには、WMF Purargan®
ｸﾘｰﾅｰの使用をお奨めします。

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

手順  
w ｿﾌﾄｳｪｱ w お手入れ  
36ﾍﾟｰｼﾞ

重要
保証の章に注意  
w 88ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.4.5 操作ﾊﾟﾈﾙｸﾘｰﾆﾝｸ（゙ｸﾘｰﾝﾛｯｸ）
	✻  ｸﾘｰﾝ ﾛｯｸ  をﾀｯﾁする

15秒間のｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝが始まります。
この間にﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙのｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行ってください。
最後にﾀｯﾁしてから15秒後に、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙが再び有効
になります。

火傷のおそれ
•  誤って飲料が供給されてしまうと、怪我
のおそれがあります。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞの前には、必ず「ｸﾘｰﾝ ﾛｯｸ」でﾀｯﾁﾊ
ﾟﾈﾙをﾛｯｸしてください。

 

•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にﾊﾟﾈﾙ表面に傷をつけるおそ
れがあります。

>  ﾊﾟﾈﾙは必ず湿らせた布でｸﾘｰﾆﾝｸﾞしてくだ
さい。洗剤は使用しないでください。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞには柔らかい布を使用してくだ
さい。

> 湿らせたﾏｲｸﾛﾌｧｲﾊﾞｰｸﾛｽの使用をお勧めし
ます。

 

5.4.6 ｺｰﾋｰｶｽ受けのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
（挽いた豆のｽﾗｲﾄﾞ / ｵﾌﾟｼｮﾝ）

	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けを空にし、流水で洗浄する
	✻ 湿らせた布でｸﾘｰﾆﾝｸﾞする
	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けは乾燥させてから再び設置する

>  ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｼｭｰﾀｰとﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲの目皿を毎
日ｸﾘｰﾆﾝｸﾞしてください。

> 絶対に力を入れないでください！破損のお
それがあります。

 

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 88ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 88ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.4.7 ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰは必要に応じて定期的にｸﾘｰﾆﾝｸﾞして
ください。推奨：毎月1回。

怪我のおそれ
•  長い髪の毛や裾の長い服はｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰのﾍｯ
ﾄﾞ部に巻き込まれ、ｺｰﾋｰﾏｼﾝに引き込まれ
るおそれがあります。

> 髪の毛は、必ずﾍｱﾈｯﾄを被って保護してく
ださい。

 

指などを挟むおそれ/ 
怪我のおそれあり
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝの可動部で指や手を怪我するお
それがあります。

>  ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰや抽出装置の開口部に触れ
る場合、その前に必ずｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切
り、主電源からﾌﾟﾗｸﾞを外してください。

 

>  ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰは絶対に食器洗い機で洗浄
しないでください。

 

	✻ 操作ﾊﾟﾈﾙを上に動かす
操作ﾊﾟﾈﾙの裏、右側にｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁがあります。
	✻ 信号音が鳴るまでｵﾝ/ｵﾌﾎﾞﾀﾝを短く押す
	✻ 主電源からﾌﾟﾗｸﾞを抜く
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰのﾛｯｸを180°回し、開く
	✻ ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰを持ち上げて外す
	✻ ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰを完全に空にし、軽く湿らせた布巾
で丁寧に汚れをふき取る

 注意

 注意

重要

ﾛｯｸを180°回す
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6 HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄ
飲食店経営者には、来店するお客様が健康被害
のおそれにさらされることがないように、提供する
食品への注意が法的に義務付けられています。
危険の認識・判定のため、HACCP（Hazard Analysis 
Critical Control Points）ｸﾘｰﾆﾝｸｺﾝｾﾌﾟﾄの導入が
必要になります。このﾏｼﾝの使用場所でﾘｽｸ分析を
行うようにしてください。分析の目的は、食品衛生面
で危険な個所の確認と解消にあります。そのために
はﾓﾆﾀ ・ー検査工程を定め、実施する必要があります。
設置状態が適切で、お手入れやﾒﾝﾃﾅﾝｽ、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞが
正しく行われている場合、WMFｺｰﾋｰﾏｼﾝは上記の条
件を満たした状態となっています。お手入れとｸﾘｰﾆﾝ
ｸﾞが決められたとおりに実施されていなければ、飲
料の供給は食品衛生の観点から危険なﾎﾟｲﾝﾄになり
ます。
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞの間隔は、取扱説明書、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ手順、ｸﾘｰﾆﾝ
ｸﾞ計画に説明してある通りに守る必要があります。

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾊﾟｯﾄﾞ
DI_info

 からは前回のｸﾘｰﾆﾝｸﾞのﾌ
ﾟﾛﾄｺﾙを呼び出すことができます。
USBﾊﾟｯﾄﾞ

DI_usb

 から、HACCPｼﾞｬｰﾅﾙをｴｸｽﾎﾟｰﾄ
できます。
 

「1997年8月5日 食品衛生指令」

日常のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ評価に当社の
HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄをご活用
ください。
HACCP輸出  
w  65ﾍﾟｰｼﾞ

ﾋﾝﾄ
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7 ﾒﾝﾃﾅﾝｽとｶﾙｷ除去
本ｺｰﾋｰﾏｼﾝは業務用のため、定期的にﾒﾝﾃﾅﾝｽとｶﾙｷ
除去作業が必要となりますのでご注意ください。

ﾒﾝﾃﾅﾝｽは、ﾏｼﾝの実際の負荷と運転時間に応じて、ﾒ
ｰｶｰのﾒﾝﾃﾅﾝｽ計画に沿って行ってください。ﾏｼﾝの設
定によっては、指定のﾒﾝﾃﾅﾝｽ ｻｲｸﾙを守る補助として、
ﾊﾟﾈﾙの通知を有効にすることができます。ﾊﾟﾈﾙに通
知がない場合、少なくとも24か月ごとに安全関連部
品を点検して、必要に応じて交換を行ってください。

ｺｰﾋｰﾏｼﾝは通知表示後も使用できますが、ｺｰﾋｰﾏｼﾝ
の機能異常や二次的な損傷を防ぐためにもお客様
自ら早めにﾒﾝﾃﾅﾝｽを行うか、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ作業の実施を依
頼してください。

7.1 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
安全点検を必要とするため、ﾒﾝﾃﾅﾝｽは、WMF ｻｰﾋﾞｽ
または必要なﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを受けた作業員以外は行わ
ないでください。

7.2 WMF ｻｰﾋﾞｽ
WMF ｻｰﾋﾞｽにつきましては、お近くの修理ｾﾝﾀｰが不
明な場合は下記にお問い合わせください。

WMF GmbH WMF Platz 1
D-73312 Geislingen (Steige)

ｻｰﾋﾞｽ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ通知  
w ﾒｯｾｰｼﾞと注意事項  
78ﾍﾟｰｼﾞ

重要！
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、修理などにつきまして
はお近くのWMF ｻｰﾋﾞｽまでお
問い合わせください。電話番号は
ｺｰﾋｰﾏｼﾝに貼ったﾗﾍﾞﾙと納品書に
記載されています。
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8 ﾒｯｾｰｼﾞと注意事項
8.1 操作上の通知

ｺｰﾋｰ豆を補充
	✻ ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰを補充（表示参照）
	✻ 確認：
•  ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰのﾛｯｸが解除されていますか？
w お手入れ

•  ｺｰﾋｰ豆がｽﾑｰｽﾞに落ちません。
	✻ 大きめのｽﾌﾟｰﾝでかき回して   で確定する

 

給水してください
	✻ 水道の栓を開き、確認する

 

ｺｰﾋｰｶｽ受けを空にする
	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けを空にする

 

ｺｰﾋｰｶｽ受けがありません
	✻ ｺｰﾋｰｶｽ受けを再び正しく設置する

 

浄水ﾌｨﾙﾀを交換
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

浄水ﾌｨﾙﾀｰの取扱説明書を参照してください。
 

ｴﾗｰは本取扱説明書で確認する
ｴﾗｰ番号の表示
w ｴﾗｰ通知と不具合
 

WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡
ｴﾗｰ番号の表示
w ｴﾗｰ通知と不具合
 

ｻｰﾋﾞｽﾒｯｾｰｼﾞ
この通知がﾊﾟﾈﾙに表示されると、ｻｰﾋﾞｽ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽが
必要です。
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

ｻｰﾋﾞｽ通知は注意事項です。通常、
ｺｰﾋｰﾏｼﾝはそのままお使いいた
だけます。
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8.2 ｴﾗｰ通知と不具合
ｴﾗｰ通知が表示されたときや不具合発生時の基本
的手順は次の通りです。
	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、数秒後もう一度ｽｲｯﾁを入
れる
	✻ ｴﾗｰが発生したときの操作を再試行

多くの場合、これによって不具合が解消され、正常
に作動させることができます。
この操作で解消できなかった場合：ｴﾗｰ表示または
ｴﾗｰ番号をもとに以下の表を参照して対応してくだ
さい。

それでも解消できないか表示されたｴﾗｰが記載され
ていない場合は、WMF ｻｰﾋﾞｽにご連絡ください。

通知の中には個別機能が停止するものがあります。
この場合、飲料ボﾀﾝの照明が消えます。飲料ボﾀﾝが点
灯している飲料では引き続き供給が可能です。

お使いのWMF 1500 F Internal Storageは、診断ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑが搭載されています。発生したｴﾗｰはﾊﾟﾈﾙ上に
表示されます。表示されるｴﾗｰ通知は、原因の一つに
主電源の異常も考えられます。
現在ｴﾗｰが発生しているか、管理責任者への注意事
項がある場合、ﾊﾟｯﾄﾞ   が表示されます。

	✻  をﾀｯﾁする
ｴﾗｰ通知およびｴﾗｰ番号が表示されます。
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ｺｰﾋｰﾏｼﾝはｵﾝ/ｵﾌﾎﾞﾀﾝを押してから約１秒後
に反応し、ｵﾌになります。
不具合の解消のため（ｿﾌﾄｳｪｱのﾌﾘｰｽﾞなど）、
ｵﾝ/ｵﾌﾎﾞﾀﾝを長押しして制御ｼｽﾃﾑの電源を
切ってください。次に、ｺｰﾋｰﾏｼﾝの電源を入れ
ます。
 

ｴﾗｰ番号 ｴﾗｰの内容 対応

6 抽出装置で流れがブ
ﾛｯｸ /抽出装置がｽﾑｰ
ｽﾞに動作しない

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ります
 

88 ﾎﾞｲﾗ ：ー
温度過昇

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、冷めてから再びｽｲｯﾁを
入れる
	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

89 ﾎﾞｲﾗ ：ー
加熱時間ｴﾗｰ

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、再び入れる
	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

161 ﾌﾛｰｴﾗ ：ー
抽出用熱湯

以下の各ｽﾃｯﾌﾟ間では、毎回ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ってから、再び入れて
ください。ｴﾗｰが解消されない場合、次のｽﾃｯﾌﾟを実行してください。

	✻ ｸﾞﾗｲﾝﾄﾞの挽き目を粗く設定
w ｿﾌﾄｳｪｱ w ｼｽﾃﾑ w 挽き目設定、62ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ 品質ﾚﾍﾞﾙを下げる
w 設定 w ﾚｼﾋﾟ、39ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡
 

162 ﾌﾛｰｴﾗ ：ー
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ時

以下の各ｽﾃｯﾌﾟ間では、毎回ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ってから、再び入れて
ください。ｴﾗｰが解消されない場合、次のｽﾃｯﾌﾟを実行してください。

	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡
 

188 加熱ｴﾗｰ 	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、主電源からﾌﾟﾗｸﾞを抜く
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

注意事項
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ｴﾗｰ番号 ｴﾗｰの内容 対応

9678
9679
9619

右側のｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰが
ﾌﾞﾛｯｸされている
左側のｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰが
ﾌﾞﾛｯｸされている

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ります
	✻ 主電源からﾌﾟﾗｸﾞを抜く
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰを取り出します
	✻ 必ずﾎｯﾊﾟｰ用ﾏﾙﾁﾂｰﾙを使ってｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰﾃﾞｨｽｸを
反時計回りに回します（2本のﾋﾟﾝがｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ
のｽﾛｯﾄに正しく差し込まれるようにすること）

w お手入れ w ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、74ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ ﾎｯﾊﾟｰを再びｾｯﾄします
	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを入れる
よく起こることとして:
	✻ ｸﾞﾗｲﾝﾄﾞの挽き目を一段階粗めに設定

w ｿﾌﾄｳｪｱ w ｼｽﾃﾑ w 挽き目設定、62ﾍﾟｰｼﾞ
 

9039 ﾎﾞｲﾗ ：ー
温度過昇

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、冷めてから再びｽｲｯﾁを
入れる
	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

9041 ﾎﾞｲﾗ ：ー
加熱時間ｴﾗｰ

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、再び入れる
	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

9055 強制ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 	✻  ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｸﾘｰﾆﾝｸﾞが必要です
w お手入れ w ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、69ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡
 

9063 豆ﾎｯﾊﾟｰが空です 	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰにｺｰﾋｰの豆を補充してください
 

9076 水圧不足 	✻ 給水栓を開ける
	✻ 水圧を安定させる

 

9133 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ顆粒計量装
置が空です

	✻ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ顆粒計量装置にｸﾘｰﾆﾝｸﾞ顆粒を補充
する
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8.3 ｴﾗｰ通知なしの不具合

不具合図 対応

•  熱湯が供給されないの
にｺｰﾋｰｶｽ受けに水がた
まる

	✻ 熱湯ﾉｽﾞﾙをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡 （ｺｰﾋｰの供給は可能）

 

•  ﾎﾟﾝﾌﾟが連続作動し、ｺｰ
ﾋｰｶｽ受けに水がたまる

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、再び入れる
	✻ ｴﾗｰが解消されない場合はWMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

•  ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰをｾｯﾄでき
ない

	✻ ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰが誤ってﾛｯｸされていないか確認
	✻ ｺｰﾋｰ豆がｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰとﾎｯﾊﾟｰの間に挟まれてい
ないかを点検します

 



83取扱説明書 WMF 1500 F Internal Storage

安全性と保証

9 安全性と保証
9.1 ｺｰﾋｰﾏｼﾝに対する危険

取扱説明書を確認
注意事項に従わずに起きた損傷については、
保証対象外となります。
設置・使用条件を守ってください。

設置場所
•  設置場所には必ず乾燥した水の飛び散ら
ない場所を選んでください。

•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝでは、常に多少の結露あるいは水
が出てきます。

>  ｺｰﾋｰﾏｼﾝを屋外で使用しないでください。
>  ｺｰﾋｰﾏｼﾝは水しぶきがかからない場所に設
置してください。

> 設置面への損傷を防ぐため、ｺｰﾋｰﾏｼﾝは必
ず防水性があり、熱に強い敷物の上に設置
してください。

 

重要
保証の章に注意  
w 88ﾍﾟｰｼﾞ以降
設置・使用条件  
w 18ﾍﾟｰｼﾞ以降
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ｺｰﾋｰﾏｼﾝの技術的ﾄﾗﾌﾞﾙや損傷を避けるために、以
下の注意事項に従ってください：
•  9 °dKH（炭酸硬度）以上の飲料水向けには、WMF
浄水ﾌｨﾙﾀｰをご使用ください。WMFｻｰﾋﾞｽが推奨
する浄水ﾌｨﾙﾀｰを使用しないと、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを破損す
るおそれがあります（ｶﾙｷ付着など）。

•  安全を確保するために、業務終了時には必ず主
電源ｽｲｯﾁを切るか電源ﾌﾟﾗｸﾞを抜いてください。
水道水接続がある機械の場合、水道のﾒｲﾝｺｯｸは
閉じていなければなりません。

•  損傷を防ぐために、以下の対策を推奨します：
-  水道に適切な水検出器を取り付ける
-  煙感知器の取り付け

•  休みの（数日/数週間）後でﾏｼﾝの運転開始を再度
行う前に、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを2回以上実行するこ
とを推奨します。

ｼｽﾃﾑ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ  
69ﾍﾟｰｼﾞ
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9.2 ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
製造者：WMF GmbH, 73312 Geislingen (Germany)
本機はMRL（MD）指令2006 / 42 / EC、EMC 指令 
2014/30/EU および RoHS 2011 / 65 / EU に関連する
全ての指令に準拠しています。
上述の製造者はこのﾏｼﾝがこれらのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに関
連する全ての指令を遵守していることを宣言します。
当社の許可なしに装置に変更や改造を加えると、こ
の解説は有効性を失うものとします。技術関連資料
の作成：WMF GmbH.
本機には適合解説書の原本が同梱されています。
本機にはCEﾏｰｸが付与されています。
本機は現行のﾄﾞｲﾂ食品および飼料法記録（LFGB）、
ﾄﾞｲﾂ消費財条例（BedGgstV）、EU10 / 2011、EC規則
1935 / 2004に準拠しています。
適正な目的で使用する場合、本機による健康被害
のおそれや、不当な危険はありません。
使用される材料および原材料は、ﾄﾞｲﾂ消費財条
例および欧州委員会（EU）規則No.10/2011に準拠し
ています。
欧州以外の国ではその国で指定される条件が適用
されます。
本機は電気電子機械廃棄物指令（WEEE 2012/19/
EU）により、一般廃棄物としての廃棄が禁止され
ています。
EC規則No. 1935/2004に準拠したﾄﾚｲｻﾋﾞﾘﾃｨを確立
し、EC規則No. 2023/2006に準拠した製造管理およ
び品質管理に関する基準による製造を確実に行う
ことを、当社は保証いたします。

廃棄の際には、WMF ｻｰﾋﾞｽま
でお問合せください。
連絡先  
w 77ﾍﾟｰｼﾞ
管理責任者の義務、廃棄の章に
ご注意ください。  
w 86ﾍﾟｰｼﾞ以降
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9.3 管理責任者の義務
ﾏｼﾝの管理責任者は、WMF のｻｰﾋﾞｽ技術者、WMF の
依頼を受けた技術者、またはその他の権限を有す
る技術者による定期的なﾒﾝﾃﾅﾝｽと、安全に関する装
置の点検を手配しなければなりません。
ｻｰﾋﾞｽ領域へのｱｸｾｽが認められているのは、特に安
全性や衛生面に関する本機の知識・経験が豊富なｽ
ﾀｯﾌのみとなっています。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝは、支障なくお手入れやﾒﾝﾃﾅﾝｽを行える場
所に、管理責任者が設置してください。
大容量の給仕を行う場合、ｺｰﾋｰﾏｼﾝの操作につい
て訓練を受けた担当者がｺｰﾋｰﾏｼﾝを監督する必要
があります。ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを受けたｽﾀｯﾌがお手入れ措置
を守っていることを確認し、利用上の質問に対応す
るようにしてください。
ﾏｼﾝを使用する施設の電気設備と運転設備が使用
地域の規定に準拠していることを、管理責任者は確
認しなければなりません（ﾄﾞｲﾂ法的損害保険組合規
定3など）。ｺｰﾋｰﾏｼﾝを安全にお使いいただくために
は、特にｾｰﾌﾃｨﾊﾞﾙﾌﾞと圧力容器の定期的な点検が
必要です。
これらの措置はWMFｻｰﾋﾞｽ、またはWMFが権限を
与えたｻｰﾋﾞｽ技術者によって、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ作業の一環とし
て行なわれます。
ﾏｼﾝｸﾘｰﾆﾝｸﾞはWMFが備えているWMF専用のｺｰﾋｰﾏ
ｼﾝ用ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ剤（ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ顆粒）でのみ実施するよう
にしてください。
ﾏｼﾝのｶﾙｷ抜きは、WMF ｻｰﾋﾞｽまたはWMF認定ｻｰﾋﾞ
ｽ担当者のみが行うことができます。
ﾒﾝﾃﾅﾝｽのｻｲｸﾙと頻度につきましては製造者が定め
る内容（w ﾒﾝﾃﾅﾝｽ）に従ってください。

WMF特殊ｶﾙｷ除去剤  
w ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ  
93ﾍﾟｰｼﾞ
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「残量ｾﾝｻｰ」ｵﾌﾟｼｮﾝありのﾏｼﾝには、BTLEｾﾝｻｰ用ﾊﾞｯﾃ
ﾘｰが取り付けられています。このﾊﾞｯﾃﾘｰを廃棄する
際には個別に回収が必要です。
業務用ｺｰﾋｰﾏｼﾝの適切な廃棄方法についてご質問
等ございましたら、販売店（WMF子会社、WMF販売
店、またはｶﾞｲｽﾘﾝｹﾞﾝ（Geislingen）のWMF GmbH本
社）までお問い合わせください。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝを譲渡または廃棄される場合には事前に、
CoffeeConnectﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑにご登録の個人情報をお
客様の責任で削除していただきますようお願いい
たします。（ﾃﾞｰﾀ保護）
旧装置を廃棄する前に、当該装置に保存されている
個人ﾃﾞｰﾀを消去してください。

廃棄の際には、WMF ｻｰﾋﾞｽま
でお問合せください。
連絡先  
w 77ﾍﾟｰｼﾞ
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9.4 保証請求

取扱説明書を確認
•  注意事項に従わずに起きた損傷について
は、保証対象外となります。

> 設置・使用条件を守ってください。
 

購入者への保証の有無と、購入者への保証がある
場合の保証条件は、購入者と販売者の間の取り決
めによって定められるものとします。本取扱説明書
の指示を無視して損傷が起きた場合は、保証の対象
とはなりません。

保証対象外となるのは：
•  日常的な使用で消耗する部品全般。ここではﾊﾟｯｷ
ﾝと抽出ﾕﾆｯﾄが該当します。

•  天候の影響、ﾎﾞｲﾗｰのｶﾙｷ堆積、化学的/物理的/電
気化学的/電気的影響による不具合。

•  現場の水の硬度により浄水ﾌｨﾙﾀの使用が必要
であるにもかかわらず、浄水ﾌｨﾙﾀを使用しないで
不具合に至った場合。

•  本機の取り扱い、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、お手入れに関する規定
（取扱説明書やﾒﾝﾃﾅﾝｽ指示など）に従わなかっ
たことにより生じた不具合。

•  WMF純正ｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂを使用しない場合や、ﾏｼﾝが
購入者か第三者によって不適切に取り付けられ
ている場合、あるいは不適切または充分な注意
をともなわない取り扱いの結果として生じた不具
合。

•  購入者、または第三者によるWMF の許可を伴わ
ない不適当なﾏｼﾝ修理、改造、調整の結果生じた
不具合。

•  取扱説明書に記述された用途以外の使い方をし
た結果生じた不具合。

重要
設置・使用条件  
w 18ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ  
w 77ﾍﾟｰｼﾞ
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付録：ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ

ｺｰﾋｰﾏｼﾝのﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ
外寸 幅325 mm

高さ878 mm
奥行590 mm

ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰ 約1,100 g (1 
中央ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰは約700 g (1

豆ﾎｯﾊﾟｰ、右 1,100 g (1

保管容器容量 4ﾘｯﾄﾙ
空重量 約40 kg
水の供給 ﾒｲﾝｺｯｸとﾌｨﾙﾀ（ーﾒｯｼｭ幅0.08 mm）付き3/8ｲﾝﾁの

ﾎｰｽ接続（現場側で用意）。 （2
2 L/分の時の最小水圧0.2 MPa（2 bar）。 (3 
最高水圧0.6 Mpa（6 bar）。
重要！
現地の水圧が0.6 MPa（6 bar）を超える場合に
は、最大0.6 MPa（6 bar）に設定されるよう、必ず
減圧弁 (4 をあらかじめ作動させる必要がありま
す。最大供給温度 35 °C。ｺｰﾋｰﾏｼﾝ、直結給水接
続用ｷｯﾄまたは新しい浄水ﾌｨﾙﾀｰと一緒に納品
されるﾎｰｽｾｯﾄを使用する必要があります。使い
古したﾎｰｽは再使用しないでください。

予告なく仕様変更することがあります。
(1 ｶｯﾌﾟ容量はｺｰﾋｰ豆のｻｲｽﾞによって変化します。
(2 ｺ ｰ ﾋ ｰ ﾏ ｼ ﾝ の 給 水 接 続 に は 本 規 格（ I E C  6 0 3 3 5 – 2 - 7 5 ）が 適 用 さ れ て い ま す。 

ご使用になる地域で定められた追加の規定がある場合には、これに従ってください。EU圏
外では、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを市場で販売する業者が、引用されている規格の遵守をﾁｪｯｸしなくては
なりません。

(3 給水部ｾｯﾄと水ﾌｨﾙﾀｰを介して起きる圧力損失を考慮します。これにより、1時間あたりの最
大出力に必要な機械側の水圧は6 L/分で0.2 MPa（2 bar）を確保できます。

(4
注意事項
圧力調整の調整 ﾙ ｰ ﾁ ﾝ を 機 能させるため、機械接続部の前圧は 
6 L/分で2.4 bar必要です。これより圧力が低いと、圧力差が足りないため、設定値
に応じて圧力調整を行うことができません。
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水質 9 °dKH（炭酸硬度）以上の飲料水向けには、
WMF浄水ﾌｨﾙﾀｰをご使用ください。

排水ﾊﾟｲﾌ（゚ｵﾌﾟｼｮﾝ） ﾎｰｽはDN 40以上、最低傾斜は2 cm/m
NNを超える高さでの使用 < 2, 000 m
定格消費電力 3.1 kW
電圧 200 V

50 / 60 Hz、（2/ PE）
ﾋｭｰｽﾞ、設置現場 2 x 20 A
照明 LEDｸﾗｽ 1
保護等級 IP X0
保護等級 IP 30
定格圧力 ﾎﾞｲﾗｰ 0.32 MPa（3.2 bar）
連続騒音ﾚﾍﾞﾙ（Lpa） < 70 dB（A） (5

周辺温度 +5 °C ～ +35°C
（寒いときは凍結防止のため水抜き）。

最高湿度 相対湿度80％、結露なし。
屋外での使用は禁止。

設置面/水しぶき 本機は必ず水平で安定した、防水性と耐熱性を
備えた敷物の上に設置すること。
本機洗浄に放水は使用しないこと。ﾏｼﾝは水しぶ
きがかからない場所に設置してください。水ﾎｰ
ｽ、ｽﾁｰﾑ噴射器、ｽﾁｰﾑｸﾘｰﾅｰ等で散布・ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを
行う場所には、本機を設置しないこと。

予告なく仕様変更することがあります。
(5 ｺｰﾋｰﾏｼﾝ操作ｽﾀｯﾌ周辺の作業環境におけるA特性音圧ﾚﾍﾞﾙLpa（ｽﾛｰ）とLpa（ｲﾝﾊﾟﾙｽ）は、作

動ﾓｰﾄﾞにかかわらず常に70dB（A）未満です。
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取り付け時の間隔 機能上、およびｻｰﾋﾞｽ・安全上の理由から、ﾏｼ
ﾝの側面は壁もしくは非WMF製ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄから
50 mm以上離して設置してください。背面では
50 mm以上の安全距離が必要です。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝの前に800 mmの最小作業ｽﾍﾟｰｽを
設けることを推奨します。製品ﾎﾙﾀﾞｰの上に
200 mm以上の空間を設けることを推奨します。
設置面の上端から1,100 mmの高さを確保する
必要があります。
床の上端からの、設置面の高さは、700 mm ～ 
900 mmにおさめる必要があります。ｺｰﾋｰﾏｼﾝの
各種接続をﾏｼﾝ下からｶｳﾝﾀｰに通す場合、ﾗｲﾝ敷
設に必要になるｽﾍﾟｰｽに注意してください。敷設
するﾗｲﾝによってﾏｼﾝ下の利用可能な空間が制
限される場合があります。

浄水ﾌｨﾙﾀの取り付け寸法 浄水ﾌｨﾙﾀの取扱説明書を参照してください。

予告なく仕様変更することがあります。
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上記の電気接続基準と引用されている規格は、EU各国にてｺｰﾋｰﾏｼﾝの接続規格
として適用されます。ご使用になる地域で定められた追加の規定がある場合に
は、これに従ってください。EU圏外では、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを市場で販売する業者が、引用
されている規格の遵守をﾁｪｯｸしなくてはなりません。
現場の電気設備は IEC 60364 規格に準拠して国が指定する規則に従い配備さ
れ、また、機銘板に記載される仕様情報に対応していなければなりません。
本機のそばの、支障なくｱｸｾｽできる場所に、単相電源の場合Schukoﾌﾟﾗ
ｸﾞｿｹｯﾄか使用国の基準の単相ｿｹｯﾄを、三相電源の場合は、DIN EN 50310 
VDE 0800–2-310に準拠した5極CEE / CEKONｿｹｯﾄか使用国基準の多極ｿｹｯﾄを
用意してください。ﾌﾟﾗｸﾞｿｹｯﾄはお客様側でご用意ください。主電源ｹｰﾌﾞﾙが高
温になった部品に接触しないようにお気をつけください。本機の主電源ｹｰﾌﾞﾙ
が損傷した場合は、危険防止のためにWMFｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱか同等の資格を有す
るｽﾀｯﾌが交換を行ってください。

会計ｼｽﾃﾑと接続して使用する場合、機械間の等電位化電流によって生じる可
能性のあるﾃﾞｰﾀｹｰﾌﾞﾙのｼｰﾙﾄﾞ線の不具合を防ぐため、追加の等電位化処理
を行うようにしてください（DIN EN 50310 VDE 0800–2-310を参照）。
ﾏｼﾝを大型のｷｯﾁﾝに設置する場合には、接地・等電位ﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ用導体をﾏｼﾝ
に取り付けることを推奨します。ｱｰｽ端子（等電位ﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ）の取り付けは、必
要に応じてWMF ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱが行います。
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付録：ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ

数量 単位 名称 注文番号 装備
ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰ一式
1 個 ｽﾍﾟｱｷｰ 33 2071 8100 全て
1 個 豆ﾎｯﾊﾟｰのふた、中央 33 2887 3099 全て
1 個 豆ﾎｯﾊﾟｰ ﾌﾀ（右） 33 2925 5099 全て
1 個 豆ﾎｯﾊﾟｰ、中央 33 2946 8099 全て
1 個 豆ﾎｯﾊﾟｰ、右 33 2911 8099 全て

抽出装置
1 個 抽出装置 03 2908 5099 全て

ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞ/ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲ
1 個 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲ 33 2633 7000 全て
1 個 ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞ 33 2633 8000 全て

ｱｸｾｻﾘ /ﾂｰﾙ
1 個 ﾄﾞﾚﾝｺｯｸ 115 mm 33 1750 3000 全て
1 個 ﾄﾞﾚﾝｺｯｸ 166 mm 33 9885 5000 全て
1 個 ﾄﾞﾚﾝｺｯｸ 340 mm 33 9838 3000 全て
1 個 ﾊﾟｲﾌﾟ - ｸﾘｰﾆﾝｸ（゙ｽﾌﾟﾗｯｼｭｶﾞｰﾄﾞ） 33 2674 0000 全て
1 個 ﾏﾙﾁﾂｰﾙ 33 2408 4000 全て

WMF お手入れﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
1 ﾊﾟｯｸ WMF専用ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ顆粒（1,000 g） 33 2118 6000 全て
1 個 ｸﾘ-ﾆﾝｸﾞﾌﾞﾗｼ 33 1521 9000 全て
1 個 ﾊﾟｲﾌﾟｸﾘｰﾅｰ 33 0350 0000 全て
1 ﾁｭｰﾌﾞ WMF 「ﾊﾟｯｷﾝ用ｸﾞﾘｰｽ」 Molykote 33 2179 9000 全て
1 個 お手入れｷｯﾄ 33 2888 2000 全て

ｶﾙｷ用ﾌｨﾙﾀｰ / 浄水ﾌｨﾙﾀｰ
1 個 浄水ﾌｨﾙﾀｰ AquaBasic M 03 9533 1000 水道直結
1 個 ﾌｨﾙﾀｰﾍｯﾄ（゙WMF AquaHead） 33 9532 0000 水道直結
1 個 WMF ｺﾈｸｼｮﾝｾｯﾄ AquaHead 33 9532 1000 水道直結

書類および説明
1 個 「WMF 1500 F Internal Storage取扱

説明書」ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｾｯﾄ
33 4512 5060 全て
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